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鈴木大拙の『大乗仏教概論』についての考察（中の二）

一

鈴
木
大
拙
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
に
つ
い
て
の
考
察
（
中
の
二
）

横
　
田
　
理
　
博

序一　
『
大
乗
仏
教
概
論
』
に
込
め
ら
れ
た
思
想

二　

ア
ル
ト
ゥ
ー
ア
・
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
と
鈴
木
大
拙　
（
以
上
、
第
七
十
九
輯
に
掲
載
）

三　

思
想
形
成
の
諸
源
泉　
（

（1）
を
第
八
十
輯
に
掲
載
、

（2） 

（3） 

（4）
を
本
誌
に
掲
載
）

四　

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
鈴
木
大
拙

五　

そ
の
後
の
鈴
木
の
思
想
展
開

三
　
思
想
形
成
の
諸
源
泉
（
承
前
）

（2）
シ
カ
ゴ
の
「
万
国
宗
教
会
議
」

鈴
木
大
拙
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
の
特
徴
的
な
思
想
の
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
テ
キ
ス
ト
や
思
想
家
を
探
っ
て
い
る
。
シ
ョ
ー
ペ

ン
ハ
ウ
ア
ー
の
『
意
志
と
表
象
と
し
て
の
世
界
』
と
の
関
係
、『
大
乗
起
信
論
』
と
の
関
係
を
見
て
き
た
。
次
に
、
鈴
木
大
拙
の
身
近
な

存
在
で
あ
っ
た
釈
宗
演
と
ポ
ー
ル
・
ケ
イ
ラ
ス
か
ら
鈴
木
が
受
け
継
い
だ
論
点
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

円
覚
寺
の
釈
の
も
と
で
禅
の
修
行
を
し
て
い
た
鈴
木
は
、
釈
の
推
薦
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
ケ
イ
ラ
ス
の
も
と
で
雑
誌
の
編
集
や



二

漢
語
テ
キ
ス
ト
の
英
訳
な
ど
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
釈
と
ケ
イ
ラ
ス
と
の
出
会
い
の
場
と
な
っ
た
シ
カ
ゴ
の
万
国
宗
教
会

議
（
一
八
九
三
年
）
の
話
か
ら
始
め
よ
う
。

①
コ
ロ
ン
ビ
ア
万
国
博
覧
会

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
「
発
見
」
か
ら
四
百
年
が
経
過
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
一
八
九
三
年
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
で
「
コ

ロ
ン
ビ
ア
万
国
博
覧
会
（W

orld’s C
olum

bian Exposition

）」
が
開
催
さ
れ
た
。
森
孝
一 　

に
よ
れ
ば
、「
コ
ロ
ン
ビ
ア
博
は
十
五
回
目
の

万
国
博
覧
会
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
規
模
に
お
い
て
そ
れ
以
前
の
万
国
博
覧
会
を
凌
駕
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ホ
ワ
イ
ト
・
シ
テ
ィ
ー
と

呼
ば
れ
た
白
亜
の
壮
麗
な
建
物
の
建
ち
並
ぶ
一
つ
の
都
市
を
造
り
あ
げ
た
こ
と
も
、
そ
れ
ま
で
の
万
国
博
覧
会
と
異
な
る
点
で
あ
っ
た
。」

（
森
、
一
頁
）

し
か
し
、
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
順
調
な
発
展
状
態
を
表
現
す
る
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
ア
メ
リ
カ
で
は
高
い
失
業

率
、
ス
ト
ラ
イ
キ
、
銀
行
の
倒
産
な
ど
「
経
済
状
況
の
悪
化
に
と
も
な
う
社
会
不
安
が
最
高
潮
に
達
し
た
時
期
」（
同
）
で
あ
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
人
々
に
娯
楽
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
万
博
が
目
論
ま
れ
た
。「
コ
ロ
ン
ビ
ア
博
の
会
場
は
ま
さ

に
現
実
を
忘
れ
さ
せ
る
空
間
で
あ
っ
た
」（
同
）。「
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
民
族
的
、
階
級
的
分
裂
が
顕
著
に
な
っ
て
い
く
状
況
の
な

か
で
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
博
は
ア
メ
リ
カ
と
し
て
の
統
一
を
示
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
国
家
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
原
理
と
理
想
を
示
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
」（
森
、
七
頁
）。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
世
界
に
向
か
っ
て
「
西
欧
文
明
の
完
成
者
、
西
欧
文
明
に
よ
る
世
界
の
解
放

者
」（
森
、
二
頁
）
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
を
自
己
主
張
す
る
ね
ら
い
も
あ
っ
た
。

②
万
国
宗
教
会
議

こ
の
万
博
に
併
設
の
会
議
と
し
て
「
万
国
宗
教
会
議
（W

orld’s Parliam
ent of R

eligions

）」
が
企
画
さ
れ
た 　

。
シ
カ
ゴ
市
内
の
キ
リ

ス
ト
教
各
派
お
よ
び
ユ
ダ
ヤ
教
の
関
係
者
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
「
万
国
宗
教
会
議
委
員
会
」
が
結
成
さ
れ
、
シ
カ
ゴ
第
一
長
老
教
会 　

の

牧
師
バ
ロ
ー
ズ
（John H

enry B
arrow

s

）
が
議
長
に
就
任
し
た
。

（
50
）

（
51
）

（
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三

諸
宗
教
の
代
表
が
結
集
し
て
「
宗
教
間
対
話
」
が
試
み
ら
れ
る
。
仏
教
・
儒
教
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
・
イ
ス
ラ
ム
教
・
ジ
ャ
イ
ナ
教
・
ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー
教
・
神
道
・
道
教
・
ユ
ダ
ヤ
教
・
キ
リ
ス
ト
教
、
計
十
の
宗
教
が
参
加
す
る
（
厳
密
に
言
え
ば
、
イ
ス
ラ
ム
教
側
・
道
教
側
・

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
側
の
内
部
か
ら
の
代
表
は
参
加
し
て
い
な
い
）。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
代
表
者
の
一
人
と
し
て
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ 　

が

参
加
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

「B
arrow

s
は
す
べ
て
の
参
加
者
は
他
の
参
加
者
に
対
す
る
中
傷
や
批
判
あ
る
い
は
妥
協
を
排
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
宗
教
の
内

容
を
語
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
万
国
宗
教
会
議
の
原
則
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
万
国
宗
教
会
議
は
論
争
を
行
な
う
こ
と
な
く

（uncontrovercial

）、
他
の
参
加
者
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。」（
森
、
一
一
頁
）

と
森
は
言
う
。
そ
の
意
味
で
は
「
宗
教
間
対
話
」
と
い
う
よ
り
も
、「
対
話
」
を
避
け
な
が
ら
結
束
す
る
こ
と
が
目
論
ま
れ
て
い
た
。

③
キ
リ
ス
ト
教
側
の
思
惑

一
方
で
、「
万
国
宗
教
会
議
は
最
初
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
的
色
彩
が
支
配
的
で
あ
っ
た
」（
同
）
と
森
は
言
う
。
そ
も
そ
も
「
一
八
九
三

年
八
月
一
一
日
に
万
国
宗
教
会
議
委
員
会
が
世
界
の
参
加
予
定
者
に
発
送
し
た
最
後
の
手
紙
」
の
中
に
は
「『
天
に
ま
し
ま
す
ひ
と
り
の

神
の
子
供
た
ち
』
が
共
に
集
ま
り
、『
こ
の
地
上
に
神
の
国
が
実
現
す
る
こ
と
を
待
ち
望
む
』
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
」（
同
）
と
い

う
。
そ
し
て
開
会
式
で
は
「
登
壇
者
が
着
席
す
る
と
オ
ル
ガ
ン
の
伴
奏
で
二
曲
の
讃
美
歌
が
歌
わ
れ
た
」（
同
）。

計
画
委
員
会
の
委
員
の
一
人
マ
ー
サ
ー
（Pycle M

ercer

）
の
見
解
に
つ
い
て
森
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
の
宗
教
的
枠
組
み
が
他
の
宗
教
に
も
当
て
は
ま
る
と
考
え
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
教
と
異
質
の
枠
組
み
を
も
っ
た

宗
教
の
代
表
の
発
題
を
、
彼
は
『
焦
点
が
外
れ
て
い
る
』
と
し
か
受
け
取
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。M

ercer

の
言
葉
の
背
後
に
は
、

キ
リ
ス
ト
教
と
キ
リ
ス
ト
教
文
明
の
将
来
に
つ
い
て
の
彼
の
確
信
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
彼
の
万
国
宗
教
会
議
に
対

す
る
期
待
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
はM

ercer

だ
け
に
当
て
は
ま
る
こ
と
で
は
な
く
、
万
国
宗
教
会
議
に
参

加
し
た
大
半
の
キ
リ
ス
ト
教
の
代
表
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。」（
森
、
一
二
頁
）

（
53
）



四

「
表
面
的
に
は
宗
教
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
万
国
宗
教
会
議
の
基
調
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
の
本
質
は
正
統
主
義
的

キ
リ
ス
ト
教
の
確
実
さ
と
真
実
性
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
も
の
」
だ
と
い
うD

ruyvesteyn

の
見
解
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
森
、
一
二
～

一
三
頁
）。

議
長
バ
ロ
ー
ズ
の
次
の
よ
う
な
言
葉
を
森
は
紹
介
す
る
。

「
万
国
宗
教
会
議
は
世
界
が
キ
リ
ス
ト
の
方
向
に
（C

hristw
ard

）
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。」（
森
、
一
四
頁
）

「
キ
リ
ス
ト
教
が
万
国
宗
教
会
議
に
参
加
し
た
の
は
、
福
音
の
優
越
性
と
普
遍
性
に
関
し
て
妥
協
す
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
。
キ
リ

ス
ト
教
は
他
の
宗
教
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
い
う
よ
う
な
発
言
は
キ
リ
ス
ト
教
の
代
表
の
発
言
の
な
か
に
は
な
か
っ
た
。」（
同
）

一
八
九
九
年
に
出
版
さ
れ
た
バ
ロ
ー
ズ
の
著
作
の
タ
イ
ト
ル
は
『
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
ア
ジ
ア
の
征
服
（The C

hristian C
onquest of A

sia

）』

と
い
う
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
異
様
な
も
の
だ
っ
た
。

「B
arrow

s

の
よ
う
に
他
宗
教
の
人
び
と
の
発
言
に
耳
を
傾
け
は
す
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
相
対
的
優
秀
さ
に
対
す
る
信
念
は
最
初

か
ら
最
後
ま
で
揺
る
が
な
い
と
い
う
の
が
、
万
国
宗
教
会
議
に
参
加
し
た
穏
健
な
キ
リ
ス
ト
教
の
代
表
の
典
型
的
な
在
り
方
で
あ
っ

た
。」（
同
）

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
Ｅ
・
ケ
テ
ラ
ー 　

に
よ
れ
ば
、「
宗
教
間
対
話
」
と
は
言
っ
て
も
、
バ
ロ
ー
ズ
ら
主
催
者
の
目
論
見
は
、「
万
博
」
そ

の
も
の
と
同
じ
く
、「
野
蛮
」
か
ら
「
文
明
」
へ
の
人
類
の
「
進
化
」、
そ
し
て
あ
く
ま
で
も
キ
リ
ス
ト
教
中
心
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
の

世
界
観
と
い
う
基
盤
の
も
と
で
、
東
洋
世
界
の
諸
宗
教
と
い
う
異
質
な
他
者
を
も
補
完
し
統
合
し
う
る
（「
他
者
」
を
「
同
化
」
す
る
）
キ

リ
ス
ト
教
の
優
位
性
を
主
張
す
る
こ
と
で
こ
の
基
盤
を
堅
固
な
も
の
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
世
界
の
諸
宗
教
は
キ
リ
ス
ト
教
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
投
影
し
た
も
の
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
り

0

0

0

0

0

、
影
の
薄
い
諸
宗
教
は
、
す
で
に

『
十
字
架
の
ま
っ
た
き
光
の
内
に
』
暮
ら
し
て
き
た
人
々
と
釣
り
合
う
位
置
に
ま
で
い
つ
の
日
か

0

0

0

0

0

進
化
し
て
い
く
も
の
と
さ
れ
た
。」

（K
etelaar, p.152 , 

岡
田
訳
二
一
四
頁
）

（
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）
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五

「
シ
カ
ゴ
に
お
け
る
『
他
者
』
の
存
在
価
値
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
・
キ
リ
ス
ト
教
中
心
の
世
界
に
対
す
る
そ
の
外
部
性

0

0

0

で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
外
部
性
に
は
結
局
主
体
と
し
て
の
十
分
な
権
限
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
本
当
の
外
部
で
あ
れ
ば
、
宗
教
大

会
の
成
立
自
体
の
基
盤
と
し
て
働
い
た
普
遍
主
義
的
な
想
定
を
打
ち
砕
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。」（p.152 , 

岡
田
訳
二
一
五
頁
）

④
平
井
金
三
に
よ
る
批
判

キ
リ
ス
ト
教
側
の
優
越
感
・
傲
慢
さ
に
対
し
て
仏
教
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
い
う
東
洋
の
側
か
ら
批
判
的
な
意
見
も
示
さ
れ
た
。
と
く

に
平
井
金き

ん
ざ三 　

の
「
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
日
本
の
真
実
の
立
場
」
は
会
場
で
絶
賛
さ
れ
た
と
い
う
。
平
井
は
西
洋
の
キ
リ
ス
ト
教
国

か
ら
人
権
や
倫
理
観
を
学
ん
だ
こ
と
を
認
め
る
一
方
で
、
日
本
が
不
平
等
条
約
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
点
を
挙
げ
、

「
何
故
四
十
年
も
の
間
、
キ
リ
ス
ト
教
国
が
日
本
人
の
権
利
と
利
益
を
無
視
し
続
け
て
き
た
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」

（
森
、
一
八
頁
）

「
非
キ
リ
ス
ト
教
国
の
権
利
と
利
益
を
踏
み
つ
け
に
す
る
こ
と
が
キ
リ
ス
ト
教
的
道
徳
な
の
だ
ろ
う
か
。」（
同
）

「
私
の
キ
リ
ス
ト
教
批
判
の
中
心
点
は
、
教
義
と
行
な
い
と
の
一
貫
性
の
無
さ
で
あ
る
。
こ
れ
が
改
め
ら
れ
な
い
限
り
日
本
人
が
キ

リ
ス
ト
教
に
入
信
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。」（
同
）

「
私
が
批
判
し
て
い
る
の
は
真
実
の
キ
リ
ス
ト
教
で
は
な
く
、
誤
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
。
…
…
私
は
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
最

も
辛
辣
な
批
判
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
福
音
に
対
し
て
は
心
か
ら
敬
意
を
払
う
者
で
あ
る
。」（
森
、
一
九
頁
）

と
敢
然
と
主
張
し
た
。

ケ
テ
ラ
ー
は
、
平
井
金
三
の
主
張
が
、
日
本
と
西
洋
列
強
と
の
不
平
等
条
約
を
批
判
し
、
実
質
的
な
「
同
胞
愛
」
の
現
実
世
界
で
の

実
現
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
万
国
宗
教
会
議
の
欺
瞞
的
な
論
調
の
土
台
を
暴
露
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

宗
教
を
社
会
へ
の
批
判
的
立
場
と
自
覚
し
て
い
る
点
で
、
釈
宗
演
ら
の
戦
争
肯
定
（
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
）
と
は
異
な
っ
て
い
た
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。

（
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六

「
彼
［
平
井
］
は
キ
リ
ス
ト
教
を
『
脱
キ
リ
ス
ト
教
化
』
し
、
ア
メ
リ
カ
を
『
脱
ア
メ
リ
カ
化
』
し
た
。
彼
は
日
本
が
宗
教
的
・
人

種
的
・
国
家
的
に
対
等
の
立
場
に
あ
る
こ
と
を
訴
え
た
が
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
建
国
の
父
た
ち
の
基
本
的
な
主
張
と
同
じ
言
葉
遣

い
で
表
現
さ
れ
た
。
…
…
彼
は
話
の
展
開
に
当
時
の
国
際
関
係
と
い
う
現
実
の
政
治
問
題
を
織
り
交
ぜ
た
が
、
そ
の
お
か
げ
で
『
同

胞
愛
（brotherhood

）』
と
い
う
う
わ
べ

―
そ
れ
は
宗
教
大
会
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
参
加
者
が
引
き
合
い
に
出
し
、
大
会
の
コ

ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
な
企
画
に
穿
た
れ
て
い
た
無
数
の
深
刻
な
亀
裂
を
塞
ぐ
べ
く
利
用
さ
れ
て
い
た

―
は
引
き
は
が
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。」（K

etelaar, p.170 , 

岡
田
訳
二
三
九
～
二
四
〇
頁
）

「
釈
［
宗
演
］
と
同
じ
よ
う
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
的
、
あ
る
い
は
帝
国
主
義
的
仏
教
者
の
発
言
と
は
対
極
的
に
、
平
井
の
著
作
で
は

こ
れ
と
正
反
対
の
も
の
が
追
求
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
…
…
平
井
に
と
っ
て
宗
教
は
、
政
治
的
世
界
の
構
想

を
推
進
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。」（p.172 , 

岡
田
訳
二
四
二
頁
）

⑤
日
本
仏
教
派
遣
団

万
国
宗
教
会
議
へ
の
参
加
を
打
診
さ
れ
た
日
本
仏
教
の
代
表
者
た
ち
は
、
仏
教
の
世
界
布
教
へ
の
格
好
の
機
会
と
し
て
意
気
込
む
一

方
で
、
こ
の
会
議
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
あ
く
ま
で
も
中
心
と
な
っ
て
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
も
と
に
世
界
の
諸
宗
教
を
位
置
づ
け
る
イ

ベ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
情
報
も
あ
り
、
西
本
願
寺
が
派
遣
し
よ
う
と
し
て
い
た
南
条
文
雄
と
島
地
黙
雷
が
不
参
加
と
な
っ
た
の
は

そ
う
い
う
心
配
の
せ
い
だ
と
い
わ
れ
る
。
真
宗
西
本
願
寺
派
九
州
仏
教
同
盟
会
の
八や

つ
ぶ
ち
ば
ん
り
ゅ
う

淵
蟠
龍
が
出
席
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
彼
の
参
加

に
本
山
は
反
対
し
て
い
た
と
い
う
。

結
局
、
日
本
仏
教
を
代
表
し
て
万
国
宗
教
会
議
に
参
加
し
た
の
は
、
釈
宗
演
（
臨
済
宗
）、
蘆あ

し
づ
じ
つ
ぜ
ん

津
実
全
（
天
台
宗
）、
土と

き
ほ
う
り
ゅ
う

宜
法
龍 　
（
真

言
宗
）、
八
淵
蟠
龍
（
浄
土
真
宗
）
の
四
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
日
本
か
ら
、
前
述
の
平
井
金
三
（
神
智
学
）、
神
道
（
教
派
神
道
の
ひ

と
つ
「
実
行
教
」）
の
柴
田
禮
一
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
小
崎
弘
道 　
（
同
志
社
校
長
）、
同
志
社
を
卒
業
後
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
に
留
学

し
て
い
た
岸
本
能
武
太
、
通
訳
の
野
口
善
四
郎
と
野
村
洋
三
（
横
浜
に
貿
易
会
社
を
興
し
、
後
年
鈴
木
大
拙
と
の
親
交
が
続
く
）
が
参
加
す

（
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七

る
。
日
本
か
ら
の
参
加
者
は
合
計
十
名
だ
っ
た
。

万
国
宗
教
会
議
に
参
加
し
た
日
本
の
仏
教
者
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
教
中
心
の
立
場
に
共
感
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
結
果
的
に
は
、「
キ

リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
双
方
と
も
、
相
手
の
主
張
が
不
毛
で
あ
る
こ
と
と
、
自
分
た
ち
の
真
理
こ
そ
が
最
終
的
に
は
優
位
に
立
つ
も
の
で

あ
る
こ
と
を
相
手
に
納
得
さ
せ
た
と
信
じ
込
ん
で
い
た
」（K

etelaar, p.169 , 

岡
田
訳
二
三
八
頁
）
と
い
う
奇
妙
な
両
者
両
様
の
受
け
止
め

方
に
帰
結
し
た
。
ア
メ
リ
カ
側
の
主
催
者
が
、
会
議
を
通
じ
て
、
全
宗
教
を
包
摂
し
う
る
キ
リ
ス
ト
教
の
優
位
を
確
信
し
た
一
方
で
、

日
本
の
仏
教
者
も
ま
た
、
仏
教
の
世
界
的
意
義
を
確
信
し
、
そ
の
後
の
仏
教
運
動
の
展
開
に
自
信
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。

「
明
治
の
仏
教
者
た
ち
は
あ
く
ま
で
国
内
の
仏
教
教
団
の
再
建
と
い
う
自
分
た
ち
の
目
的
に
適
う
仕
方
で
、
宗
教
大
会
や
西
洋
一
般

を
描
写
し
た
。
招
待
さ
れ
た
仏
教
者
た
ち
は
主
催
者
側
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
同
様
、
自
分
た
ち
が
見
聞
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
を

見
聞
し
た
ま
で
な
の
で
あ
る
。」（K

etelaar, p.156 , 

岡
田
訳
二
二
一
頁
）

「［
日
本
仏
教
派
遣
団
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
］
自
分
た
ち
が
新
し
く
手
に
し
た
国
際
的
な
立
場
を
利
用
し
て
、
日
本
国
内
で
進
行
し
て

い
た
仏
教
の
再
定
義
を
導
い
た
。」（p.160 , 
岡
田
訳
二
二
七
頁
）

「『
仏
教
』
概
念
は
、『
東
洋
』
と
い
う
限
定
さ
れ
た
地
理
的
範
囲
の
文
化
的
産
物
と
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
地
位
は
国
際
的
な

も
の
へ
と
上
昇
し
、
帰
国
し
た
参
加
者
た
ち
は
『
仏
教
』
が
洗
練
さ
れ
た
伝
道
手
段
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
人
々
に
与
え
た
。
こ

の
よ
う
な
仏
教
イ
メ
ー
ジ
の
変
容
は
、
国
内
に
お
け
る
近
代
的
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
仏
教
の
イ
メ
ー
ジ
の
再
構
成
に
直

接
利
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。」（p.171 , 

岡
田
訳
二
四
一
頁
）

⑥
黑
田
眞
洞
の
『
大
乗
仏
教
大
意
』

と
こ
ろ
で
、
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
会
議
で
日
本
の
仏
教
者
が
配
布
し
た
い
く
つ
か
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
っ
た
（
そ
の
中
に
は
清
沢
満
之

の
『
宗
教
哲
学
骸
骨
』
の
英
訳
も
含
ま
れ
る
）。
そ
の
一
つ
が
、
黑く

ろ
だ
し
ん
と
う

田
眞
洞
（
一
八
五
五
～
一
九
一
六
年
）
の
『
大
乗
仏
教
大
意
』 　

を
英
訳

し
たO

utlines of the M
ahāyāna as taught by Buddha 　

で
あ
る
。
黑
田
は
、
増
上
寺
で
学
ん
で
浄
土
宗
学
本
校
の
初
代
校
長
を
務
め
、

（
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八

の
ち
に
宗
教
大
学
（
現
在
の
大
正
大
学
）
の
学
長
に
も
な
る
浄
土
宗
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
。
こ
の
黑
田
の
『
大
乗
仏
教
大
意
』
と
い
う

書
が
鈴
木
大
拙
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
に
類
似
し
て
い
る
と
い
う
誤
解
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
検
討
し
て
み
る
た
め
に
、
ま

ず
は
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

「
緒
言
（Introductory R

em
arks

）」
の
中
で
、
ま
ず
「
小
乗
」
と
「
大
乗
」
と
の
違
い
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
小
乗
は
生
死
の
苦
悩
を
厭
捨
し
て
、
涅
槃
に
入
る
を
も
っ
て
教
旨
と
な
す
、
こ
れ
を
観
苦
得
道
の
法
と
い
う
。
大
乗
は
生
死
と
涅

槃
と
平
等
無
差
別
な
り
と
体
達
し
、
大
智
慧
を
修
習
し
、
成
仏
の
大
果
を
期
す
る
を
も
っ
て
教
義
と
な
す
、
こ
れ
を
観
空
得
道
の

法
と
い
う
。」（
二
～
三
頁
、
英
訳p.ii 　

）

苦
悩
か
ら
の
解
放
を
軸
と
す
る
の
が
「
小
乗
」、
生
死
と
涅
槃
と
を
等
し
く
見
る
の
が
「
大
乗
」
だ
と
書
か
れ
て
い
る
（
今
日
一
般
的
な

扱
い
方
と
は
異
な
っ
て
、
多
く
の
人
々
を
救
う
と
い
う
こ
と
を
「
大
乗
」
の
第
一
義
と
は
し
て
い
な
い
）。

仏
教
は
西
洋
に
は
伝
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
今
や
「
学
術
の
進
歩
は
、
終
に
西
人
を
導
き
漸
く
基
督
教
［
キ
リ
ス
ト
教
］
を
去
り

て
仏
教
に
帰
せ
し
め
ん
と
す
（The advancem

ent of science, how
ever, seem

s to induce the C
hristian people of the W

est to inquire into 

B
uddhism

.

）」（
六
頁
、
英
訳p.iii

）
と
い
う
（「
仏
教
に
つ
い
て
尋
ね
る
（inquire

）」
と
い
う
こ
と
と
「
仏
教
に
帰
す
」
と
い
う
日
本
語
と
の
間

に
は
い
く
ら
か
齟
齬
が
あ
る
だ
ろ
う
）。
そ
し
て
、「
世
界
宗
教
大
会
」［
万
国
宗
教
大
会
］
の
開
催
は
西
洋
に
日
本
の
大
乗
仏
教
を
伝
え
る

「
好
機
」
だ
と
い
う
。

「
茲
年
［
今
年
］
万
国
博
覧
会
北
米
合
衆
国
に
開
か
る
る
に
際
し
て
、
適
々
［
た
ま
た
ま
］
世
界
宗
教
大
会
の
挙
あ
り
、
我
が
邦
大

乗
仏
教
を
広
く
欧
米
各
邦
の
間
に
伝
え
ん
に
は
、
良ま

こ
とに

千
載
の
好
機
な
り
。
多
年
仏
教
の
教
理
学
説
を
弘
通
す
る
を
も
っ
て
唯
一

の
目
的
と
す
る
我
が
『
仏
教
学
会
』
は
、
こ
の
機
に
乗
じ
て
、
大
乗
仏
教
の
大
意
を
叙
述
し
、
彼
の
基
督
教
国
に
お
い
て
真
理
を

求
む
る
も
の
に
対
し
、
我
が
光
輝
あ
る
仏
陀
の
教
義
を
宣
伝
し
て
、
教
家
の
義
務
を
果
た
し
、
友
愛
の
情
誼
を
全
う
せ
ん
こ
と
を

企
て
、
余
に
そ
の
述
作
を
托
せ
り
。」（
六
～
七
頁
、
英
訳pp.iii-iv

）

（
60
）



鈴木大拙の『大乗仏教概論』についての考察（中の二）

九

「
仏
教
学
会
」
よ
り
、
西
洋
人
に
向
か
っ
て
大
乗
仏
教
の
大
意
を
叙
述
す
る
こ
と
を
筆
者
、
黑
田
眞
洞
は
依
頼
さ
れ
た
。「
宗
派
の
説
に

党
せ
ず
偏
せ
ず
、
つ
と
め
て
大
乗
教
普
遍
の
通
理
に
基
づ
き
て
、
そ
の
梗
概
を
記
」（
七
～
八
頁
、
英
訳p.iv

）
す
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。

「
第
一　

施
教
綱
領
（Principles of B

uddha’s Teaching

）」
で
は
、
仏
教
は
執
着
を
拒
み
、
一
定
不
変
の
教
え
を
説
い
て
こ
な
か
っ
た
、

し
た
が
っ
て
、「
仏
教
の
真
相
は
言
論
字
句
の
間
に
お
い
て
こ
れ
を
求
む
べ
か
ら
ず
」（
二
一
頁
、
英
訳p.3

）
と
い
う
。

「
第
二　

解
脱
涅
槃
（M

oksha and N
irvāṇa

）」
で
は
、
愛
憎
を
超
越
し
、「
道
法
に
住
し
て
世
相
を
捨
て
ず
、
逍
遥
自
在
な
る
を
解
脱

の
本
相
と
な
し
、
一
切
縛
着
の
苦
悩
を
解
脱
し
て
、
究
竟
の
楽
を
得
る
を
大だ

い
は
つ
ね
は
ん

般
涅
槃
と
な
す
」（
二
六
頁
、
英
訳p.6

）
と
い
い
、「
身
心

を
苦
悩
の
根
本
と
な
し
、
こ
れ
を
厭
捨
し
て
六
道
を
出
過
し
、
身
心
永
滅
の
と
こ
ろ
を
解
脱
涅
槃
と
な
す
」
と
い
う
「
小
乗
」
の
立
場

は
一
面
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
（
二
七
～
二
八
頁
、
英
訳p.6

）。

「
第
三　

業
報
因
果
（A

ctions and R
esults, C

ause and Effect

）」
で
は
、「
因
あ
り
縁
来
た
り
て
そ
の
果
を
生
ぜ
ず
と
い
う
の
道
理
あ
る

こ
と
な
し
」（
二
九
頁
、
英
訳p.7

）、
す
な
わ
ち
「
因
果
の
理
法
（the law

 of causation

）」
は
普
遍
的
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。

「
第
四　

染
浄
因
縁
（Pure and Im

pure C
auses and C

onditions

）」
で
は
、
菩
薩
や
仏
陀
の
業
は
「
浄
法
（pure things

）」、
六
道
輪
廻

の
衆
生
の
業
は
「
染
法
（im

pure things

）」
で
あ
り
、「
浄
法
は
清
浄
の
業
よ
り
顕
現
し
、
染
法
は
不
清
浄
の
業
よ
り
顕
現
す
」（
三
七
頁
、

英
訳p.12

）
と
い
わ
れ
る
。「
因
縁
生
滅
の
法
相
（the causality of the generation and extinction of all things

）
を
了
知
し
、
淳
厚
の
深
信

に
よ
り
解
脱
を
願
楽
し
て
以
来
発
起
す
る
諸
善
、
こ
れ
を
清
浄
の
業
と
名
づ
け
、
心
に
作
善
の
相
な
く
、
作
善
に
お
い
て
報
酬
の
念
な

く
、
善
の
多
少
広
狭
を
見
ず
、
無
相
の
心
念
に
住
し
て
発
起
す
る
万
善
、
ま
た
こ
れ
清
浄
の
業
と
名
づ
く
。」（
三
七
～
三
八
頁
、
英
訳

p.12

）
つ
ま
り
、「
因
縁
生
滅
」
の
真
の
あ
り
方
を
了
解
し
、
善
を
為
そ
う
と
い
う
意
識
な
く
、
ま
た
善
に
よ
っ
て
利
益
を
求
め
る
こ
と

な
く
し
て
善
を
行
う
、
こ
れ
が
「
清
浄
の
業
」
で
あ
る
（
三
八
頁
、
英
訳p.12
）。「
善
」
に
は
「
忠
孝
仁
慈
」
な
ど
の
「
世
（secular

）

善
」
と
、「
戒
定
智
慧
」
の
「
出
世
の
（ecclesiastical

）
善
」
と
が
あ
る
（
三
八
頁
、
英
訳pp.12 -13

）。

「
第
五　

万
法
唯
心
（A

ll things are N
othing but M

ind.

）」
で
は
、「
染
浄
の
差
別
は
一
心
に
由
来
し
、
万
物
の
動
静
は
一
心
を
根
本
と



一
〇

な
す
」（
四
三
頁
、
英
訳p.16

）、
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
根
本
は
「
心
（m

ind

）」
に
あ
る
、
と
説
か
れ
る
。「
差
別
」
の
相
で
あ
る
「
心
相

（the phenom
ena of m

ind

）」
は
虚
妄
で
あ
る
が
、「
心
性
（the essence of m

ind

）」
は
「
心
相
に
お
い
て
自
ず
か
ら
不
改
の
理
」
で
あ
り

（
四
九
頁
、
英
訳p.19

）、「
本
性
清
浄
」
で
あ
り
「
真
如
（B

hūtatathatā

）」
と
い
わ
れ
る
（
五
〇
頁
、
英
訳p.19

）。「
心
相
」
は
「
心
性
」

が
「
縁
に
随
」
っ
て
現
れ
た
状
態
で
あ
る
（
五
一
頁
、
英
訳p.21

）。「
心
性
」
が
海
水
、「
心
相
」
が
波
浪
に
た
と
え
ら
れ
て
い
る
（
五

一
～
五
二
頁
、
英
訳p.20

）。

「
第
六　

宗
派
異
同
（Sects in B

uddhism

）」
で
は
、
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
で
多
様
な
宗
派
が
成
立
し
て
き
た
プ
ロ
セ
ス
が
簡
略
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
様
々
な
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
が
、「
み
な
一
仏
の
教
化
に
属
し
、
真
正
解
脱
を
期
す
る
に
至
り
て
は

そ
の
揆
一
な
り
」（
五
七
～
五
八
頁
、
英
訳p.24

）、
す
な
わ
ち
真
の
解
脱
を
願
う
と
い
う
根
本
の
点
で
は
一
致
す
る
と
い
う
。

以
上
が
黑
田
眞
洞
の
『
大
乗
仏
教
大
意
』
の
お
お
よ
そ
の
内
容
で
あ
る
。

こ
の
書
と
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
と
の
関
係
に
関
し
て
、
ス
テ
フ
ァ
ン
・
Ｐ
・
グ
レ
イ
ス
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
大
拙
の
事
実
上
の
処
女
作
と
い
う
べ
き 
一
九
〇
七
年
の
『O

utlines of M
ahāyāna B

uddhism

』（『
大
乗
仏
教
概
論
』）
は
、
当
時

の
浄
土
宗
学
本
校
初
代
校
長
で
あ
っ
た Shintō K

uroda

（
黒
田
真
洞
）
の
著
述
に
か
か
る
、
こ
の
『O

utlines of The M
ahāyāna as 

Taught by B
uddha

』（
同
じ
一
八
九
三
年
の
『
大
乗
仏
教
大
意
』
の
英
訳
）
と
、
内
容
、
構
成
、
文
体
、
さ
ら
に
は
レ
イ
ア
ウ
ト
に
い

た
る
ま
で
、
非
常
に
多
く
の
共
通
点
を
も
つ
。
両
書
が
あ
ま
り
に
も
よ
く
似
て
い
る
の
で
、
大
拙
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
が
、
黒

田
の
『
大
乗
仏
教
大
意
』
に
少
許
の
変
更
を
加
え
た
『
改
訂
増
補
版
』
の
よ
う
に
見
え
る
と
い
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
な
い
ほ
ど

で
あ
る
。」 　

グ
レ
イ
ス
の
言
う
よ
う
に
黑
田
の
『
大
乗
仏
教
大
意
』
は
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
と
そ
れ
ほ
ど
に
似
通
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

私
に
は
全
く
違
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
黑
田
の
英
文
の
書
は
、
緒
言
七
頁
、
本
文
二
七
頁
、
計
三
四
頁
、
一
方
鈴
木
の
英
文
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一
一

は
、
序
三
頁
、
本
文
（
付
録
を
含
め
て
）
四
〇
八
頁
、
計
四
一
一
頁
で
あ
る
。
長
短
の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
る
（
鈴
木
の
書
は
黑
田
の
書

の
十
二
倍
の
分
量
で
あ
る
）。
ま
た
、「
構
成
」
も
全
く
違
う
（
第
一
章
に
挙
げ
た
『
大
乗
仏
教
概
論
』
の
目
次
を
参
照
）。
最
も
重
要
な
の
は
、

大
乗
仏
教
を
ど
の
よ
う
な
思
想
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
の
か
と
い
う
そ
の
内
容
で
あ
る
。
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
に
あ
っ
た
、
す

べ
て
は
「
法
身
」
と
い
う
実
在
の
現
れ
だ
と
い
う
着
想
、
そ
れ
ゆ
え
自
他
一
体
な
の
だ
か
ら
互
い
に
助
け
合
う
と
い
う
考
え
、
知
と
愛

と
の
不
可
分
性
と
い
う
立
場
、「
業
」
を
影
響
力
一
般
と
等
置
す
る
考
え
方
、
キ
リ
ス
ト
教
も
仏
教
も
根
本
は
一
つ
だ
と
し
て
諸
宗
教
の

一
致
を
主
張
す
る
立
場
、
―
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
に
特
徴
的
で
あ
っ
た
こ
れ
ら
の
見
解
が
黑
田
の
『
大
乗
仏
教
大
意
』
に
は

見
出
せ
な
い 　

。
そ
も
そ
も
黑
田
の
書
の
中
に
は
、「
法
身
」
と
い
う
語
が
現
れ
な
い
し
、
ま
た
、
愛
や
慈
悲
、
人
を
救
う
菩
薩
と
い

う
側
面
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

黑
田
や
釈
宗
演
ら
に
よ
る
明
治
日
本
の
仏
教
近
代
化
の
試
み
の
延
長
線
上
で
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
を
位
置
づ
け
る
こ
と
、
つ

ま
り
、
鈴
木
の
仕
事
を
単
独
の
個
人
の
仕
事
と
し
て
見
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
の
こ
と
自
体
は
正
当
だ
と
思
う
。
し
か
し
、

黑
田
の
『
大
乗
仏
教
大
意
』
と
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
と
を
ほ
と
ん
ど
類
似
だ
と
す
る
見
方
は
間
違
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
グ
レ

イ
ス
は
二
つ
の
文
献
を
読
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
す
ら
浮
か
ぶ
。
そ
し
て
、
こ
の
グ
レ
イ
ス
の
文
章
を
石
井
修
道
が
岩
波

文
庫
版
『
大
乗
仏
教
概
論
』
の
「
解
説
」
で
無
批
判
的
に
引
用
・
紹
介
し
て
い
る
（
五
一
〇
～
五
一
三
頁
）
こ
と
は
、
岩
波
文
庫
版
『
大

乗
仏
教
概
論
』
の
読
者
に
〝
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
は
黑
田
の
『
大
乗
仏
教
大
意
』
の
焼
き
直
し
に
過
ぎ
な
い
〟
と
い
う
余
計
な

誤
解
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

た
だ
、
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
と
黑
田
の
『
大
乗
仏
教
大
意
』、
こ
の
両
者
に
類
似
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、「
小
乗
」

に
対
す
る
「
大
乗
」
の
優
位
を
説
く
と
い
う
大
前
提
の
ほ
か
に
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
『
大
乗
起
信
論
』
を
重
要
な
依
拠
テ
キ
ス
ト
の

一
つ
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う 　

。
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一
二

（3）
釈
宗
演

①
釈
宗
演
の
生
涯

さ
て
、
シ
カ
ゴ
の
万
国
宗
教
会
議
に
派
遣
さ
れ
た
日
本
仏
教
の
代
表
の
一
人
で
あ
り
、
鈴
木
大
拙
の
禅
の
師
匠
で
も
あ
る
釈
宗
演
と

い
う
人
物
に
話
を
移
そ
う
。
次
の
よ
う
な
稀
有
な
生
涯
を
送
っ
た
人
物
で
あ
る 　

。

安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
（
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
で
は
一
八
六
〇
年
に
な
る
と
い
う
）、
若
狭
（
福
井
県
）
の
高
浜
の
農
家
に
生
ま
れ
、
明
治

三
（
一
八
七
〇
）
年
に
出
家
し
て
臨
済
宗
の
妙
心
寺
（
京
都
）
に
入
る
。
明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
、
鎌
倉
の
円
覚
寺
の
今
北
洪
川
の

も
と
に
移
る
。
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
、
東
京
に
出
て
福
澤
諭
吉
の
慶
應
義
塾
に
入
学
し
英
語
や
洋
学
を
学
ぶ
。

明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
、
山
岡
鉄
舟
ら
に
餞
別
を
贈
ら
れ
て
セ
イ
ロ
ン
（
現
在
の
ス
リ
ラ
ン
カ
）
に
渡
航
し
、
二
年
半
の
間
パ
ー

リ
語
・
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
や
セ
イ
ロ
ン
仏
教
の
戒
律
を
学
ぶ
。
セ
イ
ロ
ン
は
当
時
イ
ギ
リ
ス
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
セ
イ
ロ
ン
で
は

神
智
学
協
会
の
オ
ル
コ
ッ
ト
や
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
に
会
う
機
会
も
あ
っ
た
。
彼
ら
は
仏
教
復
興
運
動
に
携
わ
っ
て
い
た
。
シ
ャ
ム
（
タ
イ
）、

上
海
を
経
て
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
帰
国
す
る
。

円
覚
寺
に
も
ど
っ
て
高
齢
の
円
覚
寺
派
管
長
今
北
洪
川
を
補
佐
す
る
。
島
地
黙
雷
（
浄
土
真
宗
西
本
願
寺
派
）、
蘆
津
実
全
（
天
台
宗
）、

土
宜
法
龍
（
真
言
宗
）
と
と
も
に
『
仏
教
各
宗
綱
要
』
全
五
巻
の
編
集
委
員
も
務
め
た
（
明
治
二
四
年
に
完
成
す
る
）。
明
治
二
五
（
一
八

九
二
）
年
、
今
北
洪
川
が
急
逝
す
る
（
前
年
よ
り
居
士
と
し
て
参
禅
し
て
い
た
鈴
木
大
拙
が
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
）。
釈
宗
演
は
三
十
二
歳

の
若
さ
で
管
長
に
就
任
す
る
。

明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
、
シ
カ
ゴ
で
の
万
国
宗
教
会
議
に
参
加
す
る
（
こ
の
会
議
で
の
報
告
に
つ
い
て
は
②
で
後
述
）。
こ
の
会
議

で
ポ
ー
ル
・
ケ
イ
ラ
ス
と
知
り
合
う
（
ケ
イ
ラ
ス
に
つ
い
て
は

（5）
で
後
述
）。

円
覚
寺
で
は
、
参
禅
す
る
者
た
ち
を
情
熱
的
に
指
導
し
た
。
夏
目
漱
石
も
釈
宗
演
の
も
と
で
参
禅
し 　

、
自
ら
の
体
験
を
小
説
『
門
』

の
中
に
表
現
し
て
い
る 　

。
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一
三

明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
、
日
露
戦
争
に
お
い
て
「
従
軍
布
教
師
」
と
し
て
満
州
の
戦
場
に
赴
く
。
病
院
で
の
負
傷
者
慰
問
、
戦
死

者
埋
葬
に
努
め
る
。

翌
年
、
円
覚
寺
派
管
長
を
辞
任
し
東
慶
寺
に
移
る
。
六
月
、
再
び
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
布
教
に
挑
む
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
、
数

年
前
に
円
覚
寺
の
釈
宗
演
の
も
と
に
参
禅
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
富
豪
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ラ
ッ
セ
ル
夫
妻
の
邸
宅
に
滞
在
す
る
。
通

訳
と
し
て
釈
宗
演
の
ア
メ
リ
カ
布
教
を
手
伝
う
た
め
鈴
木
大
拙
が
合
流
す
る
。
そ
の
後
ラ
・
サ
ー
ル
で
ケ
イ
ラ
ス
と
再
会
し
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
移
り
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
と
も
会
見
す
る
。
釈
宗
演
の
ア
メ
リ
カ
で
の
講
演
を
中
心
と
し
た
英
文

法
話
集Serm

ons of a Buddhist Abbot

が
鈴
木
大
拙
に
よ
る
英
訳
で
オ
ー
プ
ン
・
コ
ー
ト
社
か
ら
出
版
さ
れ
る
（
こ
の
著
作
に
つ
い
て
は

（4）
で
後
述
）。

釈
宗
演
は
鈴
木
と
別
れ
て
ア
メ
リ
カ
を
発
ち
、
イ
ギ
リ
ス
に
移
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
ま
わ
っ
て
、
ス
エ
ズ
運
河
を
経
由
し
て
再
び
セ

イ
ロ
ン
島
に
到
着
し
、
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
ら
と
再
会
す
る
。
イ
ン
ド
の
聖
地
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
に
も
訪
れ
た
。

帰
国
後
、
全
国
各
地
に
足
を
運
ん
で
巡
教
講
演
を
お
こ
な
っ
た
。
臨
済
宗
大
学
（
現
在
の
花
園
大
学
）
学
長
、
再
び
円
覚
寺
派
管
長
を

務
め
た
の
ち
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
生
涯
を
閉
じ
る
。

②
シ
カ
ゴ
で
の
釈
宗
演

シ
カ
ゴ
の
万
国
宗
教
会
議
と
い
う
舞
台
で
釈
宗
演
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
内
容
の
講
演
を
お
こ
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

万
国
宗
教
会
議
の
記
録
と
し
て
、
早
く
も
そ
の
開
催
の
年
明
治
二
六
年
一
二
月
に
、
釈
宗
演
『
万
国
宗
教
大
会
一
覧
』 　

が
日
本
で

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
九
月
一
八
日
の
記
録
の
中
に
、

「
次
は
余
［
釈
宗
演
］
な
り
。
問
題
は
『
仏
教
の
要
旨
幷
に
因
果
法
』。
土
屋
氏
朗
読
す
る
筈
な
り
し
も
、
風
邪
の
為
め
咽
喉
を
痛

め
た
る
を
以
て
、
咄
嗟
の
際
バ
ッ
ロ
ー
ズ
氏
に
委
嘱
し
て
朗
読
の
労
を
取
ら
し
む
。
亦
喝
采
を
博
す
。」（
三
九
頁
）

と
書
か
れ
て
い
る
。
在
米
の
居
士
土
屋
元
作
が
朗
読
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
土
屋
が
風
邪
の
た
め
、
急
遽
議
長
バ
ロ
ー
ズ
が
朗
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一
四

読
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

『
万
国
宗
教
大
会
一
覧
』
に
は
釈
宗
演
の
講
演
「
仏
教
の
要
旨
幷
に
因
果
法
」
の
「
大
要
」
が
四
頁
半
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

「
諸
君
よ
、
無
限
の
時
間
に
相
続
し
て
無
際
の
空
間
に
羅
列
す
る
所
の
凡
て
の
品
物
は
、
何
か
ら
出
来
た
で
あ
り
ま
し
ょ
う
乎
。
私

の
看
る
所
に
拠
れ
ば
、
蓋
し
心
的
二
箇
の
原
因
か
ら
出
来
上
り
た
る
者
と
思
ふ
。
而
し
て
心
的
二
箇
の
元マ

マ

因
と
は
、
性
と
情
と
の

二
で
あ
り
ま
す
が
、
性
は
吾
人
が
本
覚
の
真
性
で
あ
り
ま
し
て
、
一
切
万
物
が
住
み
家
と
し
て
居
る
理
体
で
あ
り
ま
す
。
…
…
情

は
吾
人
が
不
覚
の
一
念
で
即
ち
妄
想
の
異
名
で
あ
り
ま
す
。
…
…
此
通
り
法
性
が
縁
起
し
て
万
物
が
世
界
に
顕
は
れ
て
く
る
と
同

時
に
、
古
も
今
も
、
一
物
と
し
て
生
死
の
範
囲
を
飛
び
越
ゆ
る
こ
と
は
出
来
ん
の
で
あ
り
ま
す
。
…
…
之
れ
を
約
言
す
れ
ば
万
物

を
し
て
生
死
の
渦
中
に
浮
沈
せ
し
む
る
者
は
、
実
に
不
覚
の
妄
念
が
係
累
を
な
す
と
云
ふ
に
外
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
我
が
大
聖

人
釈
迦
牟
尼
世
尊
は
、
…
…
其
出
世
五
乗
［
人
・
天
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
］
の
道
路
を
開
拓
し
て
、
以
て
一
切
衆
生
を
導
き
、
彼

の
汚
染
の
虚
妄
な
る
習
慣
を
退
け
、
此
清
浄
円
満
な
る
大
帝
都
［
悟
り
の
こ
と
だ
ろ
う
］
に
到
着
せ
し
め
ん
と
誓
ひ
、
此
世
に
出
現

せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
…
…
若
し
も
吾
人
が
一
期
の
身
命
を
謝
還
し
て
次
期
の
身
命
を
受
取
る
段
に
至
て
、
知
ら
ず
覚
え
ず
、

冥
然
と
し
て
其
前
習
慣
な
る
善
悪
の
種
類
と
感
じ
合
ひ
ま
し
て
、
正
に
受
けマ

マ

へ
き
所
の
結
果
報
酬
を
受
く
る
の
で
あ
り
ま
す
。
…
…

此
五
乗
は
、
予
め
備
へ
附
た
る
法
に
は
非
ず
し
て
、
皆
吾
人
が
根
器
の
勝
劣
と
進
脩
の
利
鈍
と
に
因
て
得
る
所
の
活
法
と
云
ふ
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
然
り
而
し
て
上
の
五
乗
の
中
、
声
聞
、
縁
覚
、
菩
薩
、
此
三
乗
は
仏
出
世
の
法
と
申
し
ま
し
て
、

其
の
法
を
以
て
超
然
と
し
て
高
く
世
俗
の
表
に
出
て
、
大
に
其
情
累
の
汚
染
を
潔
浄
し
て
、
只
唯
真
如
実
際
の
霊
域
に
趨
向
せ
し

む
る
と
云
ふ
真
諦
的
の
法
門
で
あ
り
ま
す
が
、
前
の
人
天
、
此
二
乗
は
世
情
の
迷
妄
を
容
易
に
除
去
す
る
こ
と
が
六
ヶ
敷
い
か
ら
、

暫
ら
く
世
情
其
物
に
就
て
漸
次
に
之
を
調
御
し
て
、
是
れ
又
霊
域
に
到
着
せ
し
む
る
と
云
ふ
俗
諦
的
の
法
門
で
あ
り
ま
す
。
…
…

畢
竟
転
迷
開
悟
の
彼
岸
に
帰
着
せ
し
む
る
と
云
ふ
が
、
我
が
仏
の
大
目
的
で
あ
り
ま
す
。
…
…
」（
四
〇
～
四
四
頁
）
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一
五

論
点
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

あ
ら
ゆ
る
も
の
は
「
心
」
か
ら
生
ま
れ
る
。
心
に
は
性
と
情
が
あ
る
。「
性
」
は
本
覚
、
法
性
で
あ
り
、「
情
」
は
不
覚
の
一
念
、
妄

想
、
五
情
の
所
欲
で
あ
る
（『
大
乗
起
信
論
』
の
「
心
真
如
と
心
生
滅
」
を
「
性
と
情
」
と
言
い
換
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）。
不
覚
の
心
に

よ
っ
て
、
風
・
水
・
金
・
地
・
山
石
・
草
木
の
外
物
が
生
じ
る
（「
法
性
が
縁
起
し
て
万
物
が
世
界
に
顕
は
れ
て
く
る
」
と
い
う
表
現
は
、
万

物
は
「
法
身
」
が
顕
現
し
た
も
の
だ
と
い
う
鈴
木
の
表
現
に
通
じ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）。
万
物
に
「
生
死
」
が
付
随
す
る
の
も
こ
こ
に
由

来
す
る
。
釈
迦
は
生
死
す
る
衆
生
の
た
め
に
、
五
つ
の
道
（「
五
乗
」）
を
示
し
た
。
五
戒
を
守
れ
ば
人
道
に
生
ま
れ
る
。
十
善
を
守
れ

ば
天
道
に
生
ま
れ
る
。
そ
し
て
「
声
聞
乗
」
と
「
縁
覚
乗
」（
縁
覚
乗
の
説
明
は
こ
の
文
章
に
欠
落
し
て
い
る
）
と
「
菩
薩
乗
」。
人
の
素
質

と
修
行
の
い
か
ん
に
応
じ
て
こ
れ
ら
「
五
乗
」
が
あ
る
。
前
二
者
は
「
俗
諦
的
の
法
門
」、
後
三
者
は
「
真
諦
的
の
法
門
」
で
あ
る
。
迷

い
を
転
じ
「
開
悟
」
に
帰
着
さ
せ
る
の
が
「
仏
の
大
目
的
」
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
作
成
さ
れ
た
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
会
議
の
記
録
（
註
51
に
前
掲
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
釈
宗
演
の
報
告
は
二
つ
あ
る
。
一
つ

の
報
告
の
タ
イ
ト
ル
は
「
仏
陀
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
た
、
因
果
の
法
則
（The Law

 of C
ause and Effect, as taught by B

uddha

）」
で
あ

る 　

。
論
点
は
五
点
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
原
因
の
複
合
的
な
性
質
。
炎
が
生
じ
る
に
は
油
と
燃
料
だ
け
で
な
く
空
気
・
空
間
な
ど
様
々
な
条
件
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
に
原
因
は
複
合
的
で
あ
る
。「
い
く
つ
か
の
原
因
が
結
び
付
か
な
け
れ
ば
結
果
は
生
じ
な
い
。」（p.829

）

第
二
に
、
因
果
の
法
の
終
わ
り
の
な
い
進
行
。
原
因
と
結
果
の
連
鎖
に
際
限
は
な
い
。「
原
因
に
な
ら
な
い
結
果
は
な
く
、
結
果
に
な

ら
な
い
原
因
も
な
い
。
宇
宙
に
は
始
ま
り
も
終
わ
り
も
な
い
と
仏
教
は
考
え
る
。
…
…
究
極
の
原
因
は
見
出
せ
な
い
。」（p.830

）

第
三
に
、
三
世
界
（
過
去
・
現
在
・
未
来
）
に
お
け
る
因
果
の
法
。
人
々
の
間
に
は
知
恵
・
才
能
・
富
・
血
統
な
ど
の
違
い
が
あ
る
。

（
68
）



一
六

将
来
に
お
け
る
幸
福
は
現
在
に
お
け
る
善
行
に
基
づ
き
、
現
在
に
お
け
る
幸
福
は
過
去
に
お
け
る
善
行
に
基
づ
く
。「
仏
教
に
特
有
な
の

は
、
因
果
の
法
を
現
在
の
生
活
と
未
来
の
生
活
と
の
関
係
に
適
用
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
過
去
と
現
在
と
の
関
係
に
も
適
用
す
る
こ

と
で
あ
る
。
…
…
或
る
人
を
賢
く
知
的
で
富
裕
に
し
て
い
る
の
は
教
育
や
経
験
だ
け
で
は
な
く
、
当
人
の
過
去
の
人
生
に
対
応
し
て
い

る
。
…
…
我
々
が
自
分
の
過
去
の
人
生
で
し
た
こ
と
の
結
果
［
幸
／
不
幸
］
を
我
々
は
こ
こ
で
楽
し
ん
だ
り
被
っ
た
り
し
て
い
る
。」

（p.830

）（
こ
こ
で
過
去
・
現
在
・
未
来
と
言
っ
て
い
る
の
が
、
果
た
し
て
い
わ
ゆ
る
「
過
去
世
／
現
世
／
来
世
」
と
い
う
輪
廻
転
生
の
こ
と
を
言
っ

て
い
る
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
こ
れ
は
、
必
ず
し
も
そ
う
い
う
輪
廻
転
生
を
前
提
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
述
べ
方
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。）

第
四
に
、
因
果
の
自
己
形
成
。
自
分
の
幸
不
幸
を
も
た
ら
す
の
は
自
分
の
行
為
で
あ
る
。
天
界
に
行
く
の
か
地
獄
に
行
く
の
か
を
決

め
る
の
も
自
分
で
あ
り
、
神
の
よ
う
な
外
的
存
在
が
決
め
る
わ
け
で
は
な
い
。「
我
々
を
幸
福
に
し
た
り
不
幸
に
し
た
り
す
る
原
因
は
、

自
分
自
身
の
行
為
以
外
に
は
な
い
。
…
…
自
分
に
報
い
た
り
自
分
を
罰
し
た
り
す
る
の
は
、
宇
宙
の
中
に
自
分
自
身
し
か
い
な
い
。
…
…

こ
の
こ
と
を
仏
教
で
は
『
自
業
自
得
（“self-deed and self-gain” or “self-m

ake and self-receive”

）』
と
い
う
。」（p.830

）

第
五
に
、
自
然
の
法
則
と
し
て
の
因
果
法
。
因
果
の
法
は
、
ブ
ッ
ダ
の
意
志
か
ら
独
立
し
、
ま
た
人
間
の
意
志
か
ら
も
独
立
し
て
い

る
「
自
然
の
法
則
」
で
あ
る
。「
事
物
は
成
長
し
衰
退
す
る
。
そ
れ
を
も
た
ら
す
の
は
外
的
な
力
で
は
な
く
、
事
物
そ
の
も
の
に
生
得
の

特
性
と
し
て
存
在
し
て
い
る
内
的
な
力
で
あ
る
。
こ
の
内
的
な
法
則
は
因
果
の
法
則
と
調
和
し
て
働
く
。」（p.831

）

仏
教
の
「
道
徳
的
権
威
の
源
泉
」
は
因
果
の
法
だ
と
述
べ
た
あ
と
、
こ
の
報
告
は
次
の
よ
う
に
ブ
ッ
ダ
を
讃
え
て
終
わ
る
。

「
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
我
々
の
聖
な
る
ブ
ッ
ダ
は
自
然
の
こ
の
法
則
［
因
果
の
法
則
］
を
創
造
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
そ

の
法
則
の
最
初
の
発
見
者
で
あ
り
、
彼
に
従
う
者
た
ち
を
道
徳
的
完
成
の
高
み
へ
と
導
い
た
。
宇
宙
の
第
一
の
真
理
を
発
見
し
、

彼
の
高
貴
な
教
え
に
よ
っ
て
何
百
万
も
の
苦
し
む
人
間
を
救
っ
て
き
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
救
う
で
あ
ろ
う
ブ
ッ
ダ
に
誰
が
反
対
で

き
る
だ
ろ
う
か
。
本
当
に
、
彼
の
聖
な
る
名
を
い
く
ら
賞
讃
し
て
も
十
分
で
は
な
い
。」（p.831

）

さ
て
、
釈
宗
演
が
こ
の
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
で
と
り
あ
げ
て
い
る
の
は
、
因
果
の
法
則
の
一
貫
性
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
業
（
カ
ル
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一
七

マ
）」
と
い
う
言
葉
は
使
っ
て
い
な
い
が
、
内
実
は
業
の
話
と
考
え
て
よ
い
。
た
だ
、
そ
れ
を
自
然
世
界
の
法
則
と
通
じ
て
い
る
と
主
張

す
る
。
こ
の
点
は
鈴
木
の
業
論
と
似
て
い
る
。
と
は
い
え
、
鈴
木
の
業
論
は
、
自
業
自
得
性
を
認
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
エ
ゴ
イ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
冷
た
い
考
え
だ
と
し
て
他
人
を
救
う
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
着
想
は
少
な
く
と
も
当
時
の
釈
宗
演

に
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

人
間
の
行
為
に
つ
い
て
も
自
然
現
象
に
つ
い
て
も
原
因
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
対
応
し
て
結
果
が
あ
る
と
い
う
法
則
性
を
主
張
す
る
こ
の

講
演
内
容
は
、
こ
れ
が
世
界
に
仏
教
を
紹
介
す
る
舞
台
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
い
さ
さ
か
意
外
な
印
象
を
も
つ
。
仏
教
ら
し
さ
、

あ
る
い
は
宗
教
ら
し
さ
が
こ
れ
で
伝
わ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
を
抱
い
て
し
ま
う
。
た
だ
、
過
去
の
善
行
が
現
在
の
幸
福
を
も
た

ら
す
と
い
う
原
則
は
確
信
を
も
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
。

（5）
で
見
る
よ
う
に
、
道
徳
を
宗
教
の
中
心
に
見
て
「
科
学
的
宗
教
」
を
標
榜

す
る
ポ
ー
ル
・
ケ
イ
ラ
ス
は
釈
の
仏
教
論
に
関
心
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

こ
の
英
文
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
の
タ
イ
ト
ル
は
「
仏
陀
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
た
、
因
果
の
法
則
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
万
国
宗
教
大
会

一
覧
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
発
表
当
日
の
原
稿
の
内
容
と
は
だ
い
ぶ
違
う
。
講
演
の
タ
イ
ト
ル
は
「
仏
教
の
要
旨
幷
に
因
果
法
」
で
あ
っ

た
。
講
演
で
は
「
仏
教
の
要
旨
」
を
論
じ
、
そ
こ
で
省
略
さ
れ
た
「
因
果
法
」
の
話
を
こ
の
英
文
記
録
に
収
め
た
と
い
う
こ
と
か
も
し

れ
ず
、
あ
る
い
は
同
じ
内
容
を
日
本
人
向
け
に
紹
介
す
る
場
合
と
西
洋
人
向
け
に
紹
介
す
る
場
合
と
で
は
こ
の
よ
う
な
開
き
が
生
じ
る

と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、『
万
国
宗
教
大
会
一
覧
』
に
よ
れ
ば
、
九
月
二
六
日
の
夕
刻
よ
り
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
の
仏
教
徒
が
集
会
を
開
い
た
。
そ
の

最
後
に
釈
宗
演
の
「
戦
に
代
ふ
る
に
和
を
以
て
す
」
と
い
う
論
文
を
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
が
朗
読
し
た
と
い
う
（
六
五
頁
）。
そ
の
内
容
も
ま

た
約
四
頁
に
わ
た
っ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
（
六
五
～
六
八
頁
）。
ア
メ
リ
カ
で
作
ら
れ
た
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
大
会
の
記
録
に
も
英
文 

“A
rbitration instead of W

ar

［
戦
争
で
は
な
く
仲
裁
］”

が
収
め
ら
れ
て
い
る 　

。「
バ
ロ
ー
ズ
版
」
所
収
の
英
文
（
全
文
）
を
和
訳
し
て

（
69
）
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八

お
く
。「

私
は
仏
教
徒
で
あ
る
が
、
違
う
国
家
、
違
う
信
条
、
違
う
文
明
に
属
し
て
い
る
人
間
が
話
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
私
の
意

見
を
拒
絶
す
る
よ
う
な
狭
い
心
を
も
た
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

我
々
の
ブ
ッ
ダ
は
、
仏
教
に
入
信
す
る
す
べ
て
の
人
々
は
、（
す
べ
て
の
川
が
同
じ
く
海
に
流
れ
て
い
く
の
と
同
じ
よ
う
に
）
完
全
に

平
等
だ
と
教
え
た
。
こ
の
考
え
は
ち
ょ
う
ど
三マ

マ

千
年
前
に
広
大
な
イ
ン
ド
王
国
で
教
え
ら
れ
た
。
ブ
ッ
ダ
だ
け
で
は
な
く
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
も
孔
子
も
普
遍
的
な
愛
（universal love

）、
友
愛
（fraternity

）
を
教
え
た
。
我
々
も
ま
た
普
遍
的
な
同
胞
愛
（brother-

hood

）
の
栄
光
を
認
め
て
い
る
。
我
々
、
ブ
ッ
ダ
の
真
の
信
奉
者
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
真
の
信
奉
者
、
孔
子
の
真
の
信
奉
者
、

そ
し
て
真
理
の
信
奉
者
は
、
助
け
の
な
い
人
を
助
け
、
真
理
の
制
御
の
も
と
に
同
胞
愛
の
栄
光
あ
る
生
活
を
お
こ
な
う
た
め
に
一

つ
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
万
国
宗
教
大
会
を
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
に
た
と
え
て
、『
広
い
、
し
か
し
実
り
が
な
い
』
と
言
う
頑
固
な

人
々
に
反
対
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
の
を
希
望
し
ま
し
ょ
う
。

国
際
法
（
万
国
公
法
）
は
、
諸
国
家
を
互
い
に
守
る
こ
と
に
た
い
へ
ん
有
効
で
あ
り
、
戦
争
で
は
な
く
仲
裁
に
向
か
っ
て
貢
献
し
て

き
た
。
し
か
し
、
我
々
は
、
殺
戮
・
戦
闘
・
戦
争
と
い
う
陰
気
な
曇
天
で
は
な
く
、
世
界
が
永
遠
の
栄
光
あ
る
明
る
い
平
和
と
愛

の
日
ざ
し
に
恵
ま
れ
る
ほ
ど
、
い
っ
そ
う
広
大
な
規
模
に
お
い
て
こ
の
シ
ス
テ
ム
［
国
際
法
］
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
。

我
々
は
互
い
に
戦
う
た
め
に
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
。
我
々
は
真
理
の
導
き
に
従
っ
て
知
を
啓
発
し
徳
を
み
が
く
た
め
に
生
ま
れ

て
き
た
。
そ
し
て
幸
い
に
も
、
我
々
は
戦
争
の
廃
止
と
平
和
を
築
く
社
会
の
確
立
に
向
か
う
動
向
を
目
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、

我
々
の
希
望
は
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
真
実
の
宗
教
（the religion of truth

）
の
助
け
に
よ
っ
て
の
み
実
現

で
き
る
。
真
実
の
宗
教
は
善
意
と
哀
れ
み
と
の
基
礎
で
あ
る
。

我
々
は
人
種
、
文
明
、
信
条
、
信
仰
で
差
別
を
し
て
は
い
け
な
い
。
我
々
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な
い
か
ら
と
い
っ
て
『
出
て
い
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一
九

け
』
と
言
っ
て
は
な
ら
な
い
。
我
々
が
黄
色
人
種
（yellow

 people

）
だ
か
ら
と
い
っ
て
『
出
て
い
け
』
と
言
っ
て
は
な
ら
な
い
。

宇
宙
の
す
べ
て
の
存
在
は
真
理
の
胸
に
抱
か
れ
て
い
る
。
我
々
は
皆
姉
妹
・
兄
弟
で
あ
る
。
真
理
の
息
子
・
娘
で
あ
る
。
お
互
い

に
も
っ
と
よ
く
理
解
し
て
、
真
理
の
真
の
息
子
・
娘
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
真
理
が
讃
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
！
」（p.1285

）

戦
争
で
は
な
く
仲
裁
に
よ
っ
て
世
界
の
平
和
を
構
築
し
よ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
平
和
の
実
現
に
は
「
真
実
の
宗
教
」
が
基

盤
と
な
る
。
人
種
や
宗
教
に
よ
る
差
別
を
な
く
す
よ
う
に
訴
え
て
い
る
。
の
ち
に
釈
が
戦
争
を
肯
定
し
、
ト
ル
ス
ト
イ
に
批
判
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
と
は
い
え
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
に
釈
は
平
和
を
説
い
て
い
た
こ
と
が
無
視
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
釈
が
シ
カ
ゴ
万
国

宗
教
会
議
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
的
、
帝
国
主
義
的
な
主
張
を
発
言
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
次
節
で
見
る
よ
う
に
日
露
戦
争
を
背
景
と

し
て
釈
の
戦
争
肯
定
的
発
言
が
現
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
昔
か
ら
釈
が
戦
争
肯
定
者
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
扱
い
を
す
る
べ
き

で
は
な
い
。

（4）Serm
ons of a B

uddhist A
bbot

（『
閑
葛
藤
』）

と
こ
ろ
で
、
釈
宗
演
の
「
口
述
」
の
『
閑
葛
藤
』
と
い
う
興
味
深
い
著
作
（
一
九
〇
七
年
）
が
あ
る 　

。
前
年
に
オ
ー
プ
ン
・
コ
ー

ト
出
版
社
で
刊
行
さ
れ
たSerm

ons of a Buddhist Abbot 　

の
邦
訳
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。「
緒
言
（Translator’s Preface

）」
に

よ
れ
ば
、
本
書
は
、
釈
宗
演
の
一
九
〇
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
の
講
演
内
容
を
集
め
た
も
の
を
骨
子
と
し
て
い

る
（p.iii, 

鈴
木
訳
一
頁
）。
ジ
ョ
ン
・
バ
ロ
ー
ズ
宛
て
の
書
簡
や
、
す
で
に
雑
誌
『
オ
ー
プ
ン
・
コ
ー
ト
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
な
ど
も

含
ま
れ
て
い
る
（pp.v-vi, 

鈴
木
訳
三
～
四
頁
）。
鈴
木
が
「
通
訳
」
し
て
で
き
た
英
語
版
が
先
に
出
版
さ
れ
て
、
翌
年
そ
の
日
本
語
版
が

出
版
さ
れ
た
（
一
九
〇
七
年
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
で
『
大
乗
仏
教
概
論
』
が
刊
行
さ
れ
た
年
で
あ
る
）。
邦
訳
者
も
ま
た
鈴
木
で
あ

る
。「
師
の
主
意
」
は
変
更
し
て
い
な
い
と
い
う
が
、
英
訳
者
鈴
木
が
か
な
り
編
集
の
手
を
加
え
た
ら
し
い
（pp.iv-v, 

鈴
木
訳
二
～
三
頁
）。

鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
と
の
比
較
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
こ
の
著
作
の
内
容
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

（
70
）

（
71
）



二
〇

最
初
に
『
四
十
二
章
経
』
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。『
四
十
二
章
経
』
と
は
、『
岩
波　

仏
教
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
漢
訳
経
典
か
ら
倫
理

的
・
実
践
的
教
説
を
記
し
た
章
句
を
集
め
、
四
十
二
章
に
ま
と
め
た
も
の
」
で
、「
五
世
紀
ご
ろ
中
国
で
編
纂
さ
れ
た
」
と
推
測
さ
れ
て

い
る 　

。
ま
た
、『
仏
典
解
題
事
典
』
に
よ
れ
ば
、「
本
経
は
仏
教
倫
理
に
関
し
て
の
四
十
二
章
と
も
い
う
べ
き
内
容
を
盛
り
、
苦
・
無

常
・
無
我
の
根
本
道
理
や
愛
欲
を
断
ち
、
慈
悲
・
布
施
の
行
為
を
な
す
べ
き
こ
と
を
適
切
な
譬
え
を
も
っ
て
説
い
て
い
る
」
と
い
う 　

。

釈
は
ラ
ッ
セ
ル
邸
で
『
四
十
二
章
経
』
の
講
義
を
し
て
い
た
。
仏
教
を
知
る
上
で
の
基
本
文
献
と
見
做
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う 　

。

①
神
（
法
身
）
の
「
表
顕
」

『
四
十
二
章
経
』
解
説
に
続
く
諸
論
文
の
嚆
矢
に
置
か
れ
た
「
仏
教
に
お
け
る
神
の
観
念
（The G

od-C
onception of B

uddhism

）」
で

は
、
仏
教
は
「
無
神
論
（atheistic

）」
で
あ
る
と
か
、
人
格
神
の
存
在
を
否
定
す
る
「
万
有
即
神
論
（pantheistic

）」（「
宇
宙
即
神
論
」
と

も
訳
さ
れ
て
い
る
。
今
日
一
般
的
に
は
「
汎
神
論
」
と
訳
さ
れ
る
）
で
あ
る
と
い
う
仏
教
批
判
に
対
し
て
「
仏
教
に
お
け
る
神
」
と
は
何
か

を
論
じ
る
。
仏
教
は
「
最
高
の
実
在
に
し
て
真
理
た
る
神
」
を
認
め
、「
宇
宙
は
そ
の
神
を
通
し
て
存
在
し
、
そ
の
神
の
内
に
存
在
す

る
」
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
「
無
神
論
」
で
は
な
い
。
こ
の
世
は
神
の
「
表
顕
［
表
現
］（m

anifestation

）」
で
あ
り
、
森
羅
万
象
は

「
一
つ
の
実
在
よ
り
生
じ
、
そ
の
中
に
存
在
す
」
る
。
神
は
「
平
等
」・「
一
」
で
あ
り
、
こ
の
世
は
「
差
別
」・「
多
」
で
あ
る
が
、
両
者

は
一
体
で
あ
る
。
創
造
さ
れ
る
世
界
と
は
離
れ
て
存
在
す
る
よ
う
な
神
を
仏
教
は
認
め
な
い
。
し
か
し
、「
万
有
を
破
壊
し
尽
く
す
も

［
尽
く
し
て
も
］、
神
は
な
お
存
在
す
」
る
の
だ
か
ら
、
神
を
万
物
の
総
計
と
同
一
視
す
る
の
は
誤
解
で
あ
る
。
神
は
「
万
物
の
総
計
以

上
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
仏
教
は
「
万
有
即
神
論
」
で
は
な
く
、
近
代
ド
イ
ツ
の
学
者
の
造
語
の
「
全
一
神
教
［
万
有
在
神
論
］

（Panentheism

）」
と
呼
ぶ
の
が
適
切
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る 　

。

仏
教
の
神
は
我
々
の
内
に
あ
る
。
花
に
も
鳥
に
も
川
に
も
神
は
あ
り
、
永
遠
に
働
き
続
け
る
。
仏
教
の
法
身
論
は
「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る

福
音
書
」
の
「
我
［
イ
エ
ス
］
は
父
［
神
］
の
中
に
あ
り
、
父
は
吾
れ
に
あ
り
」、「
我
が
父
［
神
］
と
吾
［
イ
エ
ス
］
と
は
一
な
り
」 　

と

い
う
考
え
に
近
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（p.50 , 

鈴
木
訳
五
七
頁
）。

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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）



鈴木大拙の『大乗仏教概論』についての考察（中の二）

二
一

「
法
身
」
の
「
表
顕
」
に
つ
い
て
は
第
四
論
文
「
仏
教
の
主
旨
」
の
中
で
も
、「
法
身
（D

harm
akāya

）」（「
仏
身
（the B

uddha-B
ody

）」）

は
「
万
物
の
道
理
、
生
命
、
原
則
（the reason, life, and norm

 of all particular existences

）」（p.65 , 

鈴
木
訳
七
四
頁
）
で
あ
り
、

「
仏
身
は
決
し
て
こ
の
世
の
事
物
の
外
に
あ
る
に
あ
ら
ず
、
自
ら
そ
の
中
に
あ
り
て
万
物
に
生
命
を
与
え
万
物
を
活
動
せ
し
む
る
も

の
な
り
。
す
な
わ
ち
仏
身
は
そ
の
超
絶
的
本
性
を
棄
て
て
自
ら
或
る
条
件
（
時
間
、
空
間
、
お
よ
び
因
果
律
の
如
き
）
の
支
配
を
受

く
る
に
至
り
た
る
も
の
な
り
。
換
言
せ
ば
、
そ
の
本
質
や
絶
対
な
り
と
い
え
ど
も
そ
の
表
顕
に
お
い
て
有
限
と
な
り
た
る
也
。」

（pp.65 -66 , 

鈴
木
訳
七
五
頁
）

と
書
か
れ
て
い
る
。

第
六
論
文
「
仏
教
と
は
何
ぞ
や
」
の
中
で
も
、

「
吾
々
の
周
囲
に
あ
る
特
殊
の
事
物
が
す
べ
て
、
全
智
全
能
に
し
て
か
つ
全
愛
な
る
一
の
至
高
の
源
よ
り
来
た
れ
る
」、

「
世
界
は
た
だ
こ
の
至
高
の
一
理
、
精
神
ま
た
は
生
命
（
そ
の
名
は
こ
れ
を
何
と
呼
ぶ
も
可
な
り
）
の
表
顕
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
を
も
っ

て
、
世
の
事
物
は
い
か
に
千
態
万
状
［
多
様
］
な
り
と
い
え
ど
も
、
み
な
こ
の
至
高
の
実
在
の
性
質
を
分
有
す
る
も
の
な
れ
ば
、
感

覚
を
有
す
る
者
た
る
と
将は

た
有
せ
ざ
る
も
の
と
の
別
な
く
各
々
そ
の
本
元
た
る
至
高
の
一
理
の
栄
光
を
反
照
［
反
映
］
す
る
も
の

と
す
。」（p.83 , 

鈴
木
訳
九
三
頁
）

と
書
か
れ
、
こ
こ
で
は
エ
マ
ー
ソ
ン
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

第
一
四
論
文
「
観
音
菩
薩
」
で
は
、「
実
在
（
神
）」
に
つ
い
て
、

「
仏
教
は
こ
の
実
在
に
対
し
て
、
定
ま
り
た
る
名
を
付
せ
ん
と
す
る
者
に
あ
ら
ず
。
あ
る
い
は
神
と
呼
び
、
道
理
と
名
づ
け
、
生
命

と
言
い
、
愛
と
称
し
、
ま
た
は
『
斯
く
の
如
き
も
の
［
真
如
］（suchness
）』
な
る
名
を
も
っ
て
す
る
も
、
そ
［
そ
れ
］
は
人
々
の

意
の
ま
ま
な
り
。
た
だ
こ
れ
を
も
っ
て
全
然
宇
宙
以
外
に
あ
る
者
な
り
と
な
し
、
ま
た
は
具
体
的
な
る
こ
の
世
に
は
何
ら
の
関
係

な
き
単
純
な
る
抽
象
な
り
と
思
惟
す
べ
か
ら
ざ
る
の
み
。」



二
二

と
書
か
れ
て
い
る
（p.163 , 

鈴
木
訳
一
八
〇
頁
）。

「
万
有
即
神
論
」
で
は
な
く
「
万
有
在
神
論
」
で
あ
る
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
は
第
六
論
文
で
も
次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

「
神
は
天
に
い
ま
す
に
あ
ら
ず
。
こ
の
世
以
外
の
或
る
所
に
閉
じ
籠
り
て
宇
宙
を
支
配
す
る
に
も
あ
ら
ず
。
神
は
無
よ
り
天
地
を
作

ら
れ
た
る
に
も
あ
ら
ず
。
仏
教
よ
り
言
え
ば
、
こ
の
世
の
外
に
神
を
求
め
、
こ
の
生
涯
以
外
に
神
を
索
む
る
が
如
き
は
非
常
な
る

間
違
い
に
し
て
、
神
は
吾
々
の
中
に
あ
り
て
万
物
を
支
配
せ
る
な
り
。
し
か
れ
ど
も
仏
教
が
神
は
吾
々
の
中
に
あ
り
と
称
す
る
は
、

決
し
て
神
は
万
有
の
総
計
（the totality of existence

） 

に
ほ
か
な
ら
ず
と
い
う
意
味
に
あ
ら
ず
。
仏
教
は
宇
宙
即
神
論
［
汎
神
論
］

（pantheists

）
に
あ
ら
ず
。
神
は
万
物
の
中
に
存
す
と
い
え
ど
も
、
し
か
も
万
物
の
総
計
よ
り
大
な
り
。
世
界
は
消
え
る
時
あ
ら
ん
、

宇
宙
は
滅
す
る
時
あ
る
べ
し
と
い
え
ど
も
、
神
は
決
し
て
滅
ぶ
時
な
く
、
直
ち
に
こ
の
宇
宙
の
破
片
を
も
っ
て
再
び
新
し
き
宇
宙

を
作
る
な
り
。
万
有
の
遺
灰
は
決
し
て
飛
散
し
尽
く
す
に
あ
ら
ず
し
て
、
常
に
働
け
る
神
の
手
に
帰
り
て
再
び
新
し
き
万
物
と
な

り
て
神
の
栄
光
を
輝
か
す
な
り
。」（p.84 , 

鈴
木
訳
九
四
頁
）

仏
教
は
無
神
論
で
は
な
く
、
最
高
の
実
在
と
し
て
の
神
を
認
め
て
い
て
、
こ
の
世
界
は
そ
の
神
の
「
表
顕
（
表
現
）」
で
あ
る
と
い
う

主
張
は
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
に
踏
襲
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、「
万
有
即
神
論
」
で
は
な
く
「
万
有
在
神
論
」
だ
と
い
う

主
張
は
、
の
ち
に
西
田
幾
多
郎
の
「
場
所
的
論
理
と
宗
教
的
世
界
観
」
で
も
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
る 　

。

な
お
、
第
七
論
文
で
「
道
徳
法
」
を
「
永
劫
不
滅
」
の
「
法
身
」
と
言
い
換
え
、

「
こ
れ
［
法
身
］
は
釈
迦
の
体
内
に
存
し
た
る
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
偉
人
は
み
な
こ
れ
を
有
し
候
ら
い
き
。
最
も
偉
大
な
る
キ

リ
ス
ト
は
言
う
ま
で
も
こ
れ
な
く
、
リ
ン
カ
ー
ン
に
も
ワ
シ
ン
ト
ン
に
も
将
た
そ
の
他
の
米
国
の
偉
人
に
も
こ
の
道
徳
法
は
存
し

候
。」

と
言
う
（p.123 , 

鈴
木
訳
一
三
六
頁
）。
法
身
を
す
べ
て
の
偉
人
が
共
有
す
る
と
い
う
こ
の
話
も
ま
た
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
に
見
出

せ
る
。

（
77
）
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二
三

②
自
他
一
体
と
愛

第
二
論
文
「
肯
定
と
否
定
」
で
は
、
仏
教
の
道
に
二
つ
あ
り
、
両
者
は
相
互
補
完
的
で
あ
る
と
言
う
。
一
つ
は
、
霊
魂
な
い
し
自
我

を
否
定
す
る
「
無
我
」
と
い
う
消
極
的
な
教
え
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
神
性
（G

odhead

）」
に
相
当
す
る
「
法
身
」

と
い
う
積
極
的
な
教
え
で
あ
る 　

。

キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
敵
を
も
愛
す
と
い
う
普
遍
主
義
的
な
隣
人
愛
を
キ
リ
ス
ト
の
命
令
と
し
て
説
く
が
、
そ
の
隣
人
愛
の
理
由
は
説

か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
仏
教
は
そ
の
理
由
を
答
え
た
。
す
な
わ
ち
、「
こ
の
我
と
他
の
我
と
は
全
く
同
一
の
も
の
に
し
て
、
余
は
諸
君

の
内
に
あ
り
、
諸
君
は
余
の
内
に
あ
る
」
と
い
う
「
一
切
平
等
」
の
立
場
が
隣
人
愛
の
「
理
由
」
に
相
当
す
る
（pp.45 -46 , 

鈴
木
訳
五
一

～
五
三
頁
）。

第
六
論
文
の
中
で
、
仏
教
の
実
践
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
仏
教
の
目
的
は
、
一
言
に
し
て
言
え
ば
、
無
智
（ignorance

）
の
雲
を
去
り
て
［
追
い
払
っ
て
］、
悟
り
の
日
光
を
輝
か
し
む
る
に

あ
り
。
我
々
が
利
己
的
な
る
は
自
我
［
自
己
］
の
何
た
る
か
を
知
ら
ざ
る
に
坐
す
［
に
よ
る
］。
人
間
の
天
職
（destiny

［
運
命
］）
を

解
し
能
わ
ざ
る
が
ゆ
え
に
世
人
は
情
欲
を
充
た
す
こ
と
に
の
み
汲
々
た
る
［
夢
中
に
な
る
］
な
り
。
吾
々
が
争
い
を
好
み
、
同
胞
を

害
し
て
［
犠
牲
に
し
て
］
ま
で
も
勢
力
を
得
、
地
位
を
得
ん
と
す
る
は
、
宇
宙
の
至
高
の
一
理
（the ultim

ate reason of the universe

）

を
解
せ
ざ
る
が
た
め
の
み
。
仏
教
は
決
し
て
始
め
よ
り
罪
悪
の
存
在
せ
し
こ
と
を
認
め
ず
。
た
だ
『
無
智
』
の
存
在
を
認
め
、
こ

れ
だ
に
除
か
ば
［
こ
れ
さ
え
取
り
除
け
ば
］
必
ず
救
わ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
な
り
。
ゆ
え
に
前
述
せ
し
仏
教
の
哲
理
に
悟
り
、

至
高
の
一
理
に
お
い
て
万
物
の
一
に
帰
す
る
こ
と
、
現
象
界
は
至
高
の
一
理
を
表
顕
す
る
（m

anifests

）
範
囲
に
お
い
て
実
在
な
る

こ
と
、
し
た
が
い
て
こ
の
世
に
お
い
て
利
己
主
義
は
絶
対
的
勢
力
を
有
す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
こ
れ

を
主
張
す
れ
ば
却
り
て
自
ら
亡
ぶ
を
も
っ
て
、
自
己
の
内
に
他
人
を
認
め
、
他
人
の
内
に
自
己
を
認
め
て
始
め
て
完
全
な
る
平
和

の
得
ら
る
べ
き
こ
と
を
智
り
、
無
智
と
利
己
主
義
と
を
去
り
、
自
他
の
間
に
あ
る
障
壁
（the w

all that divides

）
を
壊や

ぶ

り
［
破
り
］、

（
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敵
を
も
愛
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
至
ら
ば
、
こ
こ
に
神
の
愛
（love

）
の
泉
は
吾
々
の
心
の
内
に
開
き
同
情
（sym

pathy

）
の
流
れ

は
流
れ
て
涸
る
る
こ
と
な
し
と
訓
う
。」（pp.85 -86 ., 

鈴
木
訳
九
五
～
九
六
頁
）

人
は
「
無
智
」
ゆ
え
に
利
己
主
義
に
走
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
万
物
は
「
宇
宙
の
至
高
の
一
理
」
の
「
表
顕
」
で
あ
る
こ
と
を

悟
り
、「
自
己
の
内
に
他
人
を
認
め
、
他
人
の
内
に
自
己
を
認
め
」、「
自
他
の
間
の
障
壁
」
を
壊
す
と
き
、「
神
の
愛
の
泉
」
か
ら
我
々

の
心
の
内
に
は
「
同
情
」
が
あ
ふ
れ
て
く
る
。

隣
人
愛
の
理
由
を
キ
リ
ス
ト
教
は
答
え
な
い
が
仏
教
は
答
え
る
、
と
い
う
論
点
は
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
で
も
採
用
さ
れ
て
い

る
（
本
稿
第
二
章

（4）
を
参
照
）
し
、
自
他
一
体
と
い
う
意
味
で
の
「
愛
（love

）」、「
同
情
」
と
い
う
論
点
は
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』

に
お
い
て
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
第
二
章
で
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
意
志
」
を
鈴
木
が
「
法
身
」
に
置
き
換
え
て
万

物
一
体
を
説
い
て
い
る
と
指
摘
し
た
論
点
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
第
五
論
文
「
仏
教
道
徳
」
の
中
に
、

「
清
浄
な
る
心
と
は
、
こ
れ
を
分
析
す
れ
ば
、
同
情
（sym

pathy

）
と
智
識
（intelligence

）
と
よ
り
成
り
。
実
行
的
仏
教
は
こ
の
二

者
を
基
礎
と
し
て
建
設
せ
ら
る
。
同
情
と
は
す
べ
て
の
人
の
心
を
結
べ
る
、
情
緒
の
震
動
に
し
て
、
各
人
に
こ
の
神
聖
な
る
情
緒

あ
る
こ
と
を
発
見
し
、
こ
の
緒
を
縺
れ
ざ
ら
し
む
る
も
の
即
ち
智
識
な
り
。」

と
い
う
一
節
が
あ
る
（p.74 , 

鈴
木
訳
八
四
頁
）。
こ
こ
で
「
同
情
」
と
「
智
識
」
と
を
並
べ
て
い
る
こ
と
は
、
鈴
木
が
『
大
乗
仏
教
概
論
』

で
「
法
身
」
の
二
局
面
と
し
て
愛
と
知
と
を
並
べ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
の
ち
の
『
仏
教
の
大
意
』
な
ど
で
仏
教
の
二
大
要
件
と
し
て

愛
と
知
と
を
並
べ
て
い
る
こ
と
と
の
連
関
を
思
わ
せ
る
。

ま
た
、「
慈
悲
と
愛
（m

ercy and love

）
と
の
女
神
」
た
る
観
音
菩
薩
に
つ
い
て
論
じ
る
第
一
四
論
文
「
観
音
菩
薩
」
で
も
、
愛
と
知

と
の
連
関
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
菩
薩
は
愛
（love

）
に
よ
り
て
動
き
、
智
識
（w

isdom

）
に
よ
り
て
そ
の
運
動
を
節
制
す
。」（p.164 , 

鈴
木
訳
一
八
二
頁
）
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二
五

「
観
音
は
愛
の
権
化
［
化
身
］
た
る
と
同
時
に
、
ま
た
智
識
と
悟
り
と
の
表
顕
［
表
現
］（representation

）
な
り
。
し
か
れ
ど
も
智
識

は
文
殊
・
勢
至
両
菩
薩
に
よ
り
て
表
顕
せ
ら
れ
居
る
に
反
し
、
観
音
菩
薩
は
、
慈
悲
の
徳
と
く
に
秀
で
た
る
を
見
る
。」（pp.164 -

165 , 
鈴
木
訳
一
八
二
頁
）

菩
薩
は
「
愛
」
を
根
本
と
し
、「
智
識
」
に
よ
っ
て
そ
れ
を
制
御
す
る
。
観
音
菩
薩
も
ま
た
愛
と
智
識
と
を
原
理
と
し
て
い
る
が
、
文
殊

菩
薩
と
勢
至
菩
薩
と
が
智
識
を
表
現
す
る
の
で
、
観
音
菩
薩
に
は
と
り
わ
け
「
慈
悲
」
と
い
う
特
質
が
際
立
っ
て
く
る
。
愛
は
と
も
す

れ
ば
憎
悪
と
一
体
の
「
偏
頗
」
な
も
の
と
な
り
か
ね
な
い
が
、
観
音
菩
薩
の
愛
は
「
広
大
無
辺
の
愛
」
だ
と
い
う
。
仏
教
に
お
け
る
観

音
菩
薩
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
聖
母
マ
リ
ア
に
相
当
す
る
と
も
い
う
。

鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
に
見
ら
れ
る
「
愛
」
の
強
調
、
そ
し
て
そ
れ
を
「
智
識
」
と
不
可
分
の
も
の
と
し
て
い
る
主
張
は
、
こ

の
観
音
菩
薩
論
に
も
認
め
ら
れ
る
。

③
業
の
不
滅

第
三
論
文
「
霊
魂
不
滅
説
」
で
は
、「
心
の
中
に
寓
す
る
不
可
思
議
な
る
形
而
上
の
或
る
物
に
し
て
、
自
己
の
思
う
が
ま
ま
に
人
の
精

神
作
用
を
支
配
し
、
吾
々
を
し
て
自
我
て
う
［
と
い
う
］
物
質
の
実
在
を
信
ぜ
し
む
る
者
」（p.55 , 

鈴
木
訳
六
三
頁
）
と
い
う
意
味
で
の

「
霊
魂
」
が
永
遠
に
存
在
す
る
（
不
滅
）
と
い
う
一
般
の
通
念
を
否
定
す
る
。
そ
し
て
、「
霊
魂
の
不
滅
」
で
は
な
く
「
業
の
不
滅
」
に

つ
い
て
論
じ
ら
れ
る 　

。

「
も
し
各
人
の
思
想
・
事
業
お
よ
び
感
情
に
し
て
、
神
の
意
思
に
叶
い
な
ば
、
各
人
の
死
後
に
残
存
す
る
も
の
は
即
ち
こ
れ
ら
な

り
。
換
言
せ
ば
、
各
人
は
こ
れ
ら
の
思
想
・
感
情
ま
た
は
事
業
に
お
い
て
永
劫
の
生
命
を
得
る
な
り
。
吾
人
は
大
美
術
家
の
手
に

成
り
た
る
画
の
前
に
立
つ
時
、
画
家
の
思
想
・
感
情
が
そ
の
画
に
表
わ
れ
た
る
が
如
く
、
画
家
自
身
の
な
お
吾
人
の
眼
前
に
あ
る

に
あ
ら
ず
や
と
の
感
を
禁
じ
難
し
。
吾
人
は
こ
れ
を
称
し
て
画
家
が
そ
の
事
業
に
お
い
て
な
お
生
を
保
ち
居
る
者
と
言
う
も
、
決

し
て
不
可
な
き
を
信
ず
。」（pp.58 -59 , 

鈴
木
訳
六
七
頁
）

（
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二
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各
人
の
為
し
た
こ
と
が
「
神
の
意
思
」
に
か
な
っ
て
い
た
の
な
ら
、
そ
の
思
想
・
感
情
・
事
業
は
「
永
劫
の
生
命
」
を
得
る
。
素
晴
ら

し
い
絵
画
を
見
る
鑑
賞
者
が
感
動
す
る
と
き
、
画
家
は
生
き
て
い
る
。
こ
れ
が
「
業
の
不
滅
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
霊
魂
の
不
滅
」

よ
り
も
「
業
の
不
滅
」
の
ほ
う
が
「
は
る
か
に
近
世
［
近
代
］（m

odern

）
科
学
の
研
究
の
結
果
に
一
致
す
る
」（p.59 , 

鈴
木
訳
六
八
頁
）

と
も
書
か
れ
て
い
る
。
我
々
が
今
日
あ
る
の
は
祖
先
の
「
業
」
の
結
果
で
あ
り
、
我
々
の
「
業
」
が
子
孫
の
運
命
を
決
定
す
る
（p. 60 , 

鈴
木
訳
六
九
頁
）。

次
の
第
四
論
文
の
中
で
は
、「
業
の
原
則
」
に
つ
い
て
「
仏
教
家
は
こ
の
原
則
を
世
の
物
質
界
に
用
う
る
の
み
な
ら
ず
、
道
徳
お
よ
び

精
神
界
に
も
応
用
す
る
な
り
」（p.64 , 

鈴
木
訳
七
三
～
七
四
頁
）
と
書
か
れ
て
お
り
、
業
の
原
則
は
自
然
科
学
上
も
道
徳
上
も
あ
て
は
ま

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

第
一
五
論
文
「
仏
教
と
東
洋
の
文
化
」 　

は
、
仏
教
的
人
生
観
を
論
じ
つ
つ
も
日
本
的
な
死
生
観
や
「
武
士
道
」
や
「
愛
国
心
」
を

説
い
て
い
る
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。

「
人
間
に
し
て
そ
の
行
為
・
感
情
ま
た
は
思
想
が
真
理
に
合
し
高
尚
に
し
て
道
徳
に
叶
い
自
我
的
な
ら
ざ
ら
ん
か
［
非
利
己
的
な
ら

ば
］、
彼
は
そ
の
思
想
に
お
い
て
、
感
情
に
お
い
て
、
将は

た
事
業
に
お
い
て
、
永
劫
死
せ
ざ
る
［
永
遠
に
生
き
続
け
る
］
な
り
。」

（p170 ., 

鈴
木
訳
一
八
九
頁
）

そ
の
具
体
例
と
し
て
、
七
度
生
ま
れ
変
わ
っ
て
朝
敵
を
滅
ぼ
し
た
い
と
最
期
に
語
っ
た
楠
木
正
成
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
が
七
度
生
ま
れ

変
わ
る
か
は
と
も
か
く
、
そ
の
後
彼
に
感
化
さ
れ
た
多
く
の
忠
臣
義
士
が
現
れ
た
と
い
う
点
で
正
成
は
「
永
遠
の
生
命
」
を
獲
得
し
た

の
で
あ
る
。
廣
瀬
中
佐
を
含
む
近
年
の
日
露
戦
争
で
命
を
落
と
し
た
勇
敢
な
兵
士
た
ち
は
「
正
成
の
権
化
」
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
個
人
の
存
続
を
最
重
要
視
す
る
「
個
人
主
義
」
の
立
場
と
は
異
な
っ
て
、
仏
教
の
「
無
我
」
の
思
想
は
、
日
本
軍
人
の
武

士
道
の
発
達
に
貢
献
し
て
き
た
と
も
言
う 　

。

「
真
の
仏
教
徒
は
無
我
（non-egoism

）
の
真
理
を
確
信
し
、
個
人
そ
の
も
の
の
価
［
価
値
］
の
至
高
の
も
の
に
あ
ら
ざ
る
を
知
る
。

（
80
）

（
81
）



鈴木大拙の『大乗仏教概論』についての考察（中の二）

二
七

ゆ
え
に
彼
ら
は
死
に
臨
ん
で
少
し
も
乱
さ
［
動
揺
せ
］（disturbed

）
ず
、
静
か
に
天
命
（ordinance

）
を
待
て
り
。
か
く
人
生
を
全

く
個
人
的
眼
点
［
見
地
］
よ
り
見
ざ
り
し
こ
と
は
、
日
本
軍
人
の
武
士
道
を
発
達
せ
し
む
る
に
非
常
な
る
功
あ
り
し
な
り
。」（p.176 , 

鈴
木
訳
一
九
五
頁
）

Serm
ons

（『
閑
葛
藤
』）
の
「
業
」
論
は
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
に
特
徴
的
だ
っ
た
「
業
」
論
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
鈴
木
は
『
大

乗
仏
教
概
論
』
に
お
い
て
、
自
然
科
学
上
の
因
果
律
を
含
み
込
ん
で
（
た
と
え
ば
水
素
の
「
業
」）「
業
」
論
を
展
開
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

こ
の
世
で
の
行
為
の
影
響
力
が
残
り
続
け
る
こ
と
が
「
業
」
で
あ
り
、
絵
を
見
る
人
に
画
家
の
「
業
」
が
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ

て
い
た
。
感
化
の
力
が
残
り
続
け
る
と
い
う
話
は
、
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
の
「
業
」
論
の
中
で
継
承
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
こ
で

も
楠
木
正
成
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

④
小
乗
と
大
乗
・「
涅
槃
」
観

第
六
論
文
「
仏
教
と
は
何
ぞ
や
」
で
は
、
今
日
西
洋
で
は
、
仏
教
と
い
え
ば
い
わ
ゆ
る
「
小
乗
仏
教
」
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

る
が
、
小
乗
仏
教
は
「
大
乗
仏
教
」
の
た
め
の
「
予
備
」
な
の
だ
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
小
乗
仏
教
は
「
多
少
悲
観
的
、
厭
世
的
［
禁

欲
的
］（ascetic

）、
か
つ
倫
理
的
（
宗
教
的
に
あ
ら
ず
）［
に
］
し
て
ま
た
い
わ
ゆ
る
出
家
的
（m

onastical

）」
と
い
う
特
徴
を
も
ち
、「
仏

の
精
神
を
完
全
に
説
き
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
い
ま
だ
人
間
の
宗
教
心
［
宗
教
的
欲
求
］（religious yearnings

）
を
満
足
せ
し
む
る
に

は
甚
だ
不
充
分
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
乗
仏
教
は
「
遥
か
に
広
汎
［
包
括
的
］（com

prehensive

）
に
し
て
、
は
る
か
に
宗
教

的
か
つ
人
道
的
（hum

anistic

）
な
れ
ば
、
し
た
が
い
て
人
間
の
宗
教
心
を
充
た
す
こ
と
ま
た
遥
か
に
大
な
り
」
と
言
わ
れ
る
（p.80 , 

鈴

木
訳
九
〇
頁
）。

第
一
〇
論
文
「
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
批
評
に
答
う
」
は
、
も
と
も
と
一
八
九
六
年
に
ジ
ョ
ン
・
バ
ロ
ー
ズ
に
宛
て
た
書
簡
で
あ
る
。

バ
ロ
ー
ズ
が
「
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
」
と
題
し
て
シ
カ
ゴ
大
学
で
お
こ
な
っ
た
講
演
の
内
容
に
関
し
て
、
そ
こ
で
語
ら
れ
た
仏
教
論
が
、

今
日
西
洋
に
よ
く
あ
る
誤
解
と
同
質
の
誤
解
で
あ
る
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
仏
教
は
、「
愛
及
び
生
命
を
断
つ
（the extinction of love 



二
八

and life

）」
と
い
う
意
味
で
の
「
涅
槃
（N

irvāṇa

）」
を
目
的
と
し
て
い
る
と
い
う
バ
ロ
ー
ズ
の
見
解
に
対
し
て
、
本
来
の
涅
槃
と
は
、
欲

望
や
利
己
主
義
を
断
つ
こ
と
で
あ
っ
て
愛
を
断
つ
こ
と
で
も
生
命
を
断
つ
こ
と
で
も
な
い
、
と
主
張
し
て
い
る
（pp.121 -122 , 

鈴
木
訳
一

三
四
頁
）。
こ
れ
は
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
の
重
要
な
論
点
の
一
つ
で
あ
る
。

⑤
悟
り
（
宗
教
的
感
得
）

第
一
二
論
文
「
霊
的
悟
り
」
で
は
、
宗
教
と
哲
学
と
の
違
い
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
哲
学
は
あ
く
ま
で
も
「
智
力
的
」
だ
が
、
宗
教

は
「
霊
的
悟
り
を
開
く
」
こ
と
を
不
可
欠
と
し
、
こ
れ
は
「
智
力
」
を
も
っ
て
は
説
明
で
き
な
い
。「
霊
的
悟
り
（spiritual enlighten-

m
ent

）」
と
は
、「
人
間
が
自
己
の
経
験
に
よ
り
て
自
己
の
内
的
実
在
の
至
高
の
天
性
を
自
覚
す
る
（a m

an’s becom
ing conscious through 

personal experience of the ultim
ate nature of his inner being

）」
こ
と
で
あ
る
（p.132 , 

鈴
木
訳
一
四
七
頁
）。
宗
教
は
「
直
覚
的
」
で
あ
る
。

宗
教
的
能
力
（「
般
若
（Prajñā
）」）
は
「
万
物
の
内
的
生
命
（the inm

ost life of things

）」（p.142 , 

鈴
木
訳
一
五
九
頁
）
を
捉
え
る
。
哲
学

や
科
学
は
物
事
の
「
皮
相
」
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
人
の
悩
み
を
鎮
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

多
様
な
宗
教
が
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
異
に
し
て
い
る
と
は
い
え
、

「
信
仰
の
事
実
（the fact of faith

）
に
至
り
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
仏
教
徒
も
将
た
老
子
の
道
教
を
奉
ず
る
者
も
、
み
な
根
本
に

お
い
て
同
一
な
り
」、

「
神
（G

od

）
もA

llah

（
ア
ラ
ビ
ヤ
の
神
）
も
法
身
（D

harm
akāya

）
も
道
（
老
子
の
）（Tao

）
も
聖
霊
（H

oly G
host

）
も
梵
天
（B

rahm
a

）

も
、
将
た
そ
の
他
こ
れ
と
類
す
る
い
か
な
る
言
葉
も
、
み
な
こ
れ
吾
々
人
間
の
心
底
に
感
じ
た
る
同
一
事
実
を
種
々
の
異
な
り
た

る
語
を
も
っ
て
言
表
わ
し
た
る
に
過
ぎ
ず
」（p.138 , 

鈴
木
訳
一
五
四
頁
）

と
い
う
。
つ
ま
り
、
そ
の
表
現
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
も
、
宗
教
的
感
得
に
お
い
て
諸
宗
教
は
一
致
す
る
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
論
点
も
、
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
に
見
出
せ
る
主
張
で
あ
る
。

第
一
三
論
文
「
坐
禅
［
禅
の
修
行
］」
で
は
、
坐
禅
（
瞑
想
）
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
東
洋
人
は
自
然
の
力
を
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九

制
御
し
よ
う
と
す
る
よ
り
も
瞑
想
・
内
省
す
る
傾
向
が
あ
る
、
西
洋
人
の
中
で
は
「
ド
イ
ツ
人
の
神
秘
主
義
」
だ
け
イ
ン
ド
人
に
近
い

と
こ
ろ
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（pp.148 -149 , 

鈴
木
訳
一
六
五
～
一
六
六
頁
）。「
西
洋
人
は
活
動
的
に
し
て
、
東
洋
人
は
神
秘
的
な

り
。」（p.154 , 

鈴
木
訳
一
七
一
頁
）「
禅
（dhyāna

）」
と
は
、「
騒
が
し
き
俗
界
よ
り
離
れ
て
、
時
々
静
か
に
自
己
の
意
識
を
検
し
見
る
［
点

検
す
る
］（inspection

）」
こ
と
で
あ
り
、「
人
を
し
て
五
感
に
感
ぜ
ら
る
べ
き
以
上
の
事
物
に
興
味
を
感
ぜ
し
め
、
人
間
の
心
に
有
限
と

無
限
を
結
び
得
る
精
神
的
能
力
の
存
す
る
こ
と
を
知
ら
し
め
、
最
後
に
吾
々
を
無
智
の
絆
［
束
縛
］
と
苦
悶
よ
り
救
い
て
涅
槃
の
［
と
い

う
］
彼
岸
に
達
せ
し
む
る
［
導
い
て
く
れ
る
］
も
の
」（pp.149 -150 , 

鈴
木
訳
一
六
七
頁
）
で
あ
る
。「
人
の
心
が
人
間
存
在
の
至
高
の
道
理

と
合
一
し
て
そ
の
合
一
せ
し
こ
と
を
の
み
自
覚
す
る
」
に
至
っ
た
と
き
「
三
昧
（sam

ādhi

）」
に
入
っ
た
と
い
う
（p.151 , 

鈴
木
訳
一
六
八

頁
）。
自
分
の
感
情
を
制
御
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
現
実
の
生
活
に
も
役
に
立
つ
。
禅
を
「
失
神
［
忘
我
］（trance

）」
と
か
「
自
己

催
眠
（self-hypnotism

）」
の
こ
と
と
誤
解
し
な
い
よ
う
に
注
意
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
第
七
論
文
「
中
道
」
の
中
に
、「
仏
教
に
お
け
る
修
行
の
目
的
は
、
こ
の
安
心
を
得
、
自
由
を
得
、
純
潔
［
純
真
］（sim

plicity

）

の
域
に
達
し
て
、
か
か
る
霊
性
（spirituality

）
を
得
ん
と
す
る
に
あ
り
。」（p.100 , 

鈴
木
訳
一
〇
九
頁
）
と
い
う
一
文
が
あ
り
、
こ
こ
に

「
霊
性
」
と
い
う
、
の
ち
の
鈴
木
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
現
れ
て
い
る 　

。

⑥
戦
争
へ
の
ス
タ
ン
ス

第
九
論
文
「
現
象
界
と
超
現
象
界
」
の
中
で
、
自
分
達
の
立
場
に
し
か
真
理
は
な
い
と
い
う
独
断
を
も
っ
て
「
神
聖
戦
争
（holy w

ars

）」

や
「
宗
教
裁
判
（Inquisition

）」
を
お
こ
な
っ
て
き
た
宗
教
（
名
指
し
し
て
い
な
い
が
キ
リ
ス
ト
教
を
指
し
て
い
る
だ
ろ
う
）
と
は
異
な
っ

て
、
仏
教
は
「
異
教
徒
に
対
し
て
寛
大
」
で
あ
り
、「
仏
教
の
歴
史
が
い
ま
だ
か
つ
て
血
を
流
す
が
如
き
惨
憺
た
る
事
実
を
有
せ
ざ
る

は
、
仏
教
徒
の
他
に
向
か
っ
て
誇
る
所
な
り
。」
と
書
か
れ
て
い
る
（pp.112 -113 , 
鈴
木
訳
一
二
四
～
一
二
五
頁
）。
仏
教
の
歴
史
に
お
い

て
「
流
血
の
汚
点
」
が
な
か
っ
た
の
か
は
「
僧
兵
」
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
き
疑
問
だ
が
、
こ
こ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
に
比
べ
れ
ば
「
神

聖
戦
争
」、「
宗
教
裁
判
」
に
加
担
す
る
こ
と
は
、
な
い
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
少
な
い
、
と
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
。

（
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）



三
〇

第
一
九
論
文
「
仏
教
よ
り
見
た
る
戦
争
」
に
は
、
戦
争
を
仏
教
の
立
場
か
ら
正
当
化
す
る
主
張
が
見
ら
れ
る
。

万
物
は
一
体
で
「
無
窮
の
愛
」
の
対
象
で
あ
る
べ
き
な
ら
、
何
故
戦
争
が
あ
る
の
か
。

「
何
故
に
人
間
は
戦
う
か
。
吾
々
人
間
が
い
ま
だ
宇
宙
の
真
想
（as it ought to be

）
を
解
せ
ず
、
世
に
は
多
く
の
悪
人
あ
り
、
頑
迷

な
る
思
想
を
有
す
る
者
あ
り
、
邪
念
を
有
す
る
者
（
す
べ
て
無
智
よ
り
来
た
り
し
）
あ
る
が
た
め
な
り
。
ゆ
え
に
仏
教
徒
は
常
に
無

智
よ
り
起
こ
り
し
者
と
戦
い
て
こ
れ
を
伏
せ
ざ
れ
ば
や
ま
ず
。
人
間
の
不
幸
の
原
因
と
な
る
べ
き
者
は
、
す
べ
て
こ
れ
を
絶
っ
て
、

決
し
て
仮
借
せ
ず
。」（pp.193 -194 , 

鈴
木
訳
二
〇
七
頁
）

つ
ま
り
、
こ
の
世
に
は
「
無
智
」
ゆ
え
の
悪
人
が
い
る
。
こ
れ
を
絶
滅
す
る
べ
き
だ
と
い
う
。
一
方
で
、
敵
を
憎
ま
ず
、
敵
に
対
し
て

悪
意
を
も
た
ず
、
仏
教
徒
は
「
無
我
の
実
行
」
を
武
器
と
す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、「
無
我
の
真
理
を
実
行
す
る
」
の
だ
か
ら
敵
と

戦
わ
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、「
無
我
」
に
お
い
て
敵
の
命
を
奪
う
こ
と
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
。

「
国
家
の
た
め
に
戦
場
に
行
く
も
［
行
く
と
し
て
も
］、
決
し
て
敵
を
憎
む
べ
か
ら
ず
。
常
に
無
我
の
真
理
を
実
行
し
、
敵
の
命
を
奪

う
も
［
奪
う
と
し
て
も
］、
互
い
の
自
我
が
戦
争
し
つ
つ
あ
り
と
思
う
べ
か
ら
ず
。」（p.195 , 

鈴
木
訳
二
〇
九
頁
）

利
己
主
義
・
我
欲
の
な
い
状
態
（「
無
我
」）
で
戦
う
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

「
仏
が
、
構
成
的
［
総
合
的
］
な
る
愛
の
貴
ぶ
べ
き
こ
と
を
説
か
れ
た
る
と
同
時
に
ま
た
解
剖
的
［
分
析
的
］
智
力
の
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
こ
と
を
忘
れ
た
ま
わ
ざ
り
し
は
即
ち
仏
教
の
特
質
と
も
言
う
べ
く
」（p.196 , 

鈴
木
訳
二
一
〇
頁
）。

つ
ま
り
、
愛
と
智
力
と
い
う
仏
教
の
二
契
機
（
鈴
木
が
終
生
強
調
す
る
二
契
機
）
を
表
明
し
た
上
で
、
愛
は
誰
に
で
も
普
遍
的
に
そ
そ
が

れ
る
に
し
て
も
、「
智
力
」
あ
る
ゆ
え
に
善
人
と
悪
人
と
は
当
然
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
寄
稿
は
一
九
〇
四
年
五
月
に
雑
誌
『
オ
ー
プ
ン
・
コ
ー
ト
』
に
掲
載
さ
れ
た 　

。
こ
の
年
二
月
に
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
て
い
る
。

当
時
の
時
代
背
景
を
考
慮
す
る
べ
き
だ
と
し
て
も
、
今
日
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
仏
教
が
世
界
を
「
愛
」
の
局
面
、
す
な
わ
ち
戦
争
反
対

の
方
向
に
導
か
ず
、
国
家
に
よ
る
戦
争
を
正
当
化
し
て
い
る
点
は
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア 　

な
ら
ず
と
も
違
和
感
を
感
じ
る
。

（
83
）

（
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三
一

戦
争
の
正
当
化
と
い
う
こ
の
論
点
は
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
に
は
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
の
ち
に
第
二
次
世
界
大
戦
の

さ
な
か
に
書
か
れ
た
『
日
本
的
霊
性
』
で
は
、〝
利
己
主
義
な
ら
ざ
る
戦
闘
〟
が
許
容
さ
れ
て
い
る 　

。

第
二
〇
論
文
「
南
山
の
役
」
も
ま
た
一
九
〇
四
年
一
二
月
に
雑
誌
『
オ
ー
プ
ン
・
コ
ー
ト
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
日
露
戦
争
の
戦
場
に

赴
き
、
そ
の
惨
憺
た
る
有
り
様
を
目
に
し
て
驚
愕
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
悲
惨
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
争
の
正
当
性
を
主
張
し
て
い

る
。「

こ
の
世
に
お
い
て
人
間
の
為
し
う
る
最
も
高
尚
に
最
も
大
な
る
事
業
は
、
邪
悪
と
戦
い
て
こ
れ
を
降く

だ

す
に
あ
り
。」（p.200 , 

鈴
木

訳
二
一
三
頁
）

「
戦
争
は
罪
悪
（an evil

）
な
り
、
し
か
も
最
も
大
な
る
罪
悪
な
り
と
い
え
ど
も
、
悪
魔
（evils

）
と
の
戦
い
は
あ
く
ま
で
こ
れ
を
続

け
そ
の
目
的
を
達
し
て
の
ち
に
や
む
べ
き
も
の
と
す
。
日
本
が
や
む
を
え
ず
し
て
始
め
た
る
日
露
戦
争
は
、
決
し
て
利
己
的
目
的

の
た
め
に
あ
ら
ず
し
て
、
平
和
の
敵
た
り
、
文
明
の
仇
た
り
、
か
つ
悟
り
（
智
識
のマ

マ

）
の
敵
［
文
明
・
平
和
・
啓
蒙
に
敵
対
す
る
悪

魔
］（evils hostile to civilization, peace, and enlightenm

ent

）
を
伐
た
ん
が
た
め
な
り
。
戦
争
の
重
か
つ
大
な
る
こ
と
を
知
る
が
ゆ

え
に
、
日
本
は
ま
ず
こ
れ
を
熟
慮
し
た
る
の
ち
遂
に
武
器
を
取
り
た
り
。
自
ら
正
義
を
有
す
と
自
信
［
確
信
］
す
る
が
ゆ
え
に
、
非

常
な
る
勇
気
を
生
じ
、
い
か
な
る
険
難
を
冒
し
て
も
勝
た
ざ
れ
ば
や
ま
ず
。」（p.201 , 

鈴
木
訳
二
一
四
頁
）

日
露
戦
争
が
日
本
の
利
己
的
目
的
の
た
め
の
戦
争
で
は
な
く
、「
文
明
・
平
和
・
啓
蒙
に
敵
対
す
る
悪
魔
」
た
る
ロ
シ
ア
を
討
伐
す
る

「
正
義
の
」
戦
争
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
釈
宗
演
が
こ
の
時
代
の
ア
メ
リ
カ
で
こ
の
よ
う
な
主
張
を
す
る
必
要
を
感
じ
た

と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
日
本
国
民
と
し
て
の
当
時
の
心
情
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
仏
教
者
と
し
て
の
主
張
と
い
え
る
の

か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

第
二
一
論
文
「
日
露
戦
争
に
お
け
る
戦
死
者
追
悼
の
席
に
て
」
は
一
九
〇
五
年
一
一
月
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
の
講
演
で
、
こ
の
と

き
す
で
に
日
露
戦
争
は
終
わ
っ
て
い
る
。

（
85
）



三
二

戦
争
中
の
「
正
義
」
の
戦
争
正
当
化
の
情
熱
は
だ
い
ぶ
冷
め
て
い
る
。
む
し
ろ
戦
争
が
罪
悪
で
あ
り
、
多
く
の
死
傷
者
を
も
た
ら
し

そ
の
家
族
を
悲
し
ま
せ
る
こ
と
を
忘
れ
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
が
反
省
さ
れ
て
い
る
。
肉
体
は
亡
び
、
個
々
人
の
霊
魂
も
不
滅
で
は
な
い

が
、
偉
大
な
人
間
の
精
神
は
後
世
に
継
承
さ
れ
て
生
き
続
け
る
と
説
か
れ
る
。
そ
の
論
旨
は
第
三
論
文
「
霊
魂
不
滅
論
」
と
同
様
で
あ

り
、
こ
こ
に
も
楠
木
正
成
と
廣
瀬
中
佐
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

⑦
『
大
乗
仏
教
概
論
』
と
の
比
較

以
上
、Serm

ons of a Buddhist Abbot

（『
閑
葛
藤
』）
の
中
の
論
点
を
抽
出
し
て
み
た
。
そ
の
つ
ど
指
摘
し
た
の
で
、
す
で
に
明
ら
か

だ
ろ
う
が
、
こ
の
著
作
の
中
に
は
、
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
と
通
じ
合
う
論
点
が
驚
く
ほ
ど
に
数
多
く
見
出
さ
れ
る
。
具
体
的
に

確
認
し
て
み
よ
う
。

仏
教
は
「
無
神
論
」
で
は
な
く
、「
最
高
の
実
在
」
と
し
て
の
一
種
の
「
神
」
を
認
め
る
。

こ
の
世
界
を
離
れ
た
と
こ
ろ
に
人
格
的
な
創
造
神
が
存
在
す
る
こ
と
は
認
め
な
い
。

こ
の
世
の
森
羅
万
象
は
、
神
と
も
呼
ぶ
べ
き
一
つ
の
実
在
（「
法
身
」）
の
「
表
顕
（
表
現
）」
で
あ
る
か
ら
、
両
者
は
一
体
で
あ
る
。

世
界
中
の
偉
人
は
「
法
身
」
を
共
有
す
る
。

キ
リ
ス
ト
教
が
隣
人
愛
を
説
く
際
に
は
そ
の
理
由
を
示
さ
な
か
っ
た
が
、
仏
教
で
は
、
自
分
と
他
人
と
が
同
一
な
の
だ
と
い
う
こ

と
を
隣
人
愛
の
理
由
と
し
て
示
し
て
き
た
。

「
愛
」（
同
情
）
と
「
智
」（
知
性
）
と
を
重
要
な
契
機
と
し
て
併
記
す
る
。

個
々
の
霊
魂
が
不
滅
な
の
で
は
な
く
、
な
に
か
真
実
味
の
あ
る
行
為
を
し
た
な
ら
、
そ
の
影
響
・
感
化
は
当
人
が
死
ん
で
も
残
り

続
け
る
と
い
う
意
味
で
「
業
」
は
不
滅
で
あ
る
（
具
体
例
と
し
て
、
画
家
の
ケ
ー
ス
と
楠
木
正
成
の
ケ
ー
ス
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
）。

業
は
自
然
科
学
上
も
道
徳
上
も
一
貫
す
る
因
果
の
法
則
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。



鈴木大拙の『大乗仏教概論』についての考察（中の二）

三
三

「
小
乗
仏
教
」
に
比
べ
て
「
大
乗
仏
教
」
は
よ
り
「
包
括
的
」
で
あ
る
。

「
涅
槃
」
と
は
、
欲
望
や
利
己
主
義
を
断
つ
こ
と
で
あ
っ
て
、
愛
や
生
命
を
断
つ
こ
と
で
は
な
い
。

哲
学
が
「
知
的
」
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
て
、
宗
教
は
「
直
覚
的
」
で
、
霊
的
悟
り
を
目
標
と
す
る
。

諸
宗
教
間
で
表
現
方
法
は
異
な
っ
て
い
て
も
、
宗
教
的
感
得
に
お
い
て
諸
宗
教
は
一
致
す
る
。

仏
教
は
異
教
徒
に
対
し
て
寛
大
で
あ
っ
た
の
で
、「
神
聖
戦
争
（
宗
教
戦
争
）」
や
「
宗
教
裁
判
」
が
キ
リ
ス
ト
教
に
比
べ
れ
ば
多

く
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
論
点
に
お
い
て
、
釈
のSerm

ons of a Buddhist Abbot

（『
閑
葛
藤
』）
と
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
と
が
非
常
に
近
接
し

て
い
る
こ
と
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。
釈
の
こ
の
書
の
内
容
は
、
釈
自
身
の
思
想
が
表
明
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
る
と
、
鈴

木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
執
筆
に
あ
た
っ
て
の
釈
宗
演
の
思
想
の
影
響
は
絶
大
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
こ
の
釈
の
書
に

は
、
む
し
ろ
鈴
木
が
編
者
兼
翻
訳
者
と
し
て
自
ら
の
思
想
を
混
入
さ
せ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
鈴
木
は
同
じ
思

想
をSerm

ons of a Buddhist Abbot

（『
閑
葛
藤
』）
と
『
大
乗
仏
教
概
論
』
と
に
別
々
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
展
開
し
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
釈
の
思
想
な
の
か
鈴
木
の
思
想
な
の
か
。
私
は
後
者
の
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い
る
が
、Serm

ons of a Buddhist 

Abbot

（『
閑
葛
藤
』）
以
外
の
釈
宗
演
の
思
想
を
把
握
で
き
て
い
な
い
今
は
こ
の
点
に
つ
い
て
断
定
で
き
な
い
の
で
、
判
断
を
保
留
せ
ざ

る
を
え
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
釈
宗
演
か
ら
鈴
木
が
何
よ
り
も
受
け
継
い
だ
も
の
は
、
大
乗
仏
教
を
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
と
い

う
姿
勢
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。



三
四

註（
50
） 　

森
孝
一
「
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
会
議
：
一
八
九
三
年
」（
同
志
社
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
所
（
編
）『
同
志
社
ア
メ
リ
カ
研
究
』
第
二
六
号
、
一
九
九
〇
年
、
一
～
二
一

頁
）。

（
51
） 　

シ
カ
ゴ
で
の
万
国
宗
教
会
議
に
関
し
て
ア
メ
リ
カ
で
作
成
さ
れ
た
記
録
に
は
下
記
の
三
種
類
の
も
の
が
あ
る
。1 . The W

orld’s Parliam
ent of Religions 

（2
vols, edited by John H

enry B
arrow

s, 1893 , C
hicago: The Parliam

ent Publishing C
om

pany, 

「
バ
ロ
ー
ズ
版
」
と
略
記
す
る
）, 2 . N

eely’s H
istory of the 

Parliam
ent of Religions and Religious C

ongresses at the W
orld’s C

olum
bian Exposition （edited by W

alter R
. H

oughton and others, 1893 , C
hicago: F. T. 

N
eely, 「

ニ
ー
リ
ー
版
」
と
略
記
す
る
）, 3 . The W

orld’s C
ongress of Religions: The addresses and papers delivered before the Parliam

ent, and an abstract 

of the C
ongresses （edited by J. W

. H
anson, 1893 , 「

ハ
ン
ソ
ン
版
」
と
略
記
す
る
）. 

本
稿
で
中
心
的
に
依
拠
し
た
の
は
「
バ
ロ
ー
ズ
版
」
で
あ
る
が
、
他
の
二

点
に
も
目
を
通
し
た
。

（
52
） 　

安
息
日
を
遵
守
す
る
た
め
に
日
曜
日
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
博
を
閉
館
す
べ
き
だ
と
い
う
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
の
根
強
い
主
張
が
通
ら
な
か
っ
た
た
め
、
長
老

教
会
は
万
国
宗
教
会
議
の
全
体
会
議
へ
の
参
加
を
中
止
し
た
（
森
、
九
頁
）。
森
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。「
キ
リ
ス
ト
教
界
の
大
半
の
教
派
に
よ
る

ロ
ビ
ー
活
動
に
よ
っ
て
成
立
し
た
日
曜
閉
館
を
条
件
と
す
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
博
に
対
す
る
援
助
に
関
す
る
法
律
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
カ
ゴ
の
実
業
家
た
ち

の
経
済
的
な
も
く
ろ
み
に
よ
っ
て
議
会
の
決
定
が
実
質
的
に
覆
さ
れ
た
こ
と
は
、
何
が
当
時
の
ア
メ
リ
カ
を
動
か
す
勢
力
で
あ
っ
た
か
の
か
を
示
す
と
と

も
に
、
ア
メ
リ
カ
の
価
値
観
の
潮
流
が
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。」（
同
）
長
老
教
会
の
万
国
宗
教
会
議
不
参
加
の
理
由
と
し
て
、

「
万
国
宗
教
会
議
の
基
調
に
あ
っ
た
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
主
義
（
包
括
主
義
）」
へ
の
反
対
も
あ
っ
た
と
い
う
（
森
、
一
三
頁
）。

（
53
） 　

森
孝
一
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
は
「
万
国
宗
教
会
議
に
参
加
し
た
後
、
三
年
間
ア
メ
リ
カ
に
留
ま
っ
て
特
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
中
心
に

伝
道
を
行
な
い
、Vedanta Society

を
設
立
し
、
イ
ン
ド
に
帰
国
し
た
が
、
一
八
九
九
年
に
再
び
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
、
ア
メ
リ
カ
各
地
にVedanta Society

を
設
立
し
た
。」（
森
、
一
九
～
二
〇
頁
）。
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
に
つ
い
て
の
鈴
木
の
回
想
に
は
本
稿
第
二
章

（4）
で
言
及
し
た
。

（
54
） 　

Jam
es Edw

ard K
etelaar, O

f H
eretics and M

artyrs in M
eiji Japan: Buddhism

 and Its Persecution, 1990 , Princeton U
niversity Press. 

岡
田
正
彦

（
訳
）『
邪
教
／
殉
教
の
明
治

―
廃
仏
毀
釈
と
近
代
仏
教
』（
二
〇
〇
六
年
、
ぺ
り
か
ん
社
）。
ケ
テ
ラ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
近
代
日
本
仏
教
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
と
の
一
体
性
を
主
張
す
る
。
明
治
の
前
期
、
仏
教
は
手
痛
い
弾
圧
を
こ
う
む
っ
た
。「
廃
仏
毀
釈
」
で
あ
る
。
一
度
は
無
用
と
さ
れ
た
仏
教
を
立
て
直
し
、

国
際
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
日
本
文
化
の
基
軸
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
が
明
治
後
期
の
仏
教
界
の
課
題
で
あ
っ
た
。
役
に
立
た
な
い
と
さ
れ
た
仏
教
が
、
不

平
等
条
約
を
改
正
し
て
日
本
の
国
際
的
威
信
を
か
ち
と
る
と
い
う
壮
大
な
目
的
に
貢
献
す
る
も
の
と
し
て
再
登
場
す
る
。
そ
こ
で
は
課
題
設
定
の
時
点
で
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五

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
な
普
遍
性
と
、
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
二
面
性
が
共
存
し
て
い
た
。

　
　

 　

不
平
等
条
約
の
不
当
性
を
直
接
に
糾
弾
し
た
平
井
は
と
も
か
く
、
仏
教
派
遣
団
全
体
に
、
不
平
等
条
約
改
正
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
検
討
を
要
す
る
と
思
う
。
宗
教
と
政
治
と
の
連
動
（
宗
教
者
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
）
を
今
日
の
西
洋
の
歴
史
学
者
（
ケ
テ
ラ
ー
や
ス

ノ
ッ
ド
グ
ラ
ス
）
は
強
調
す
る
が
、
結
果
と
し
て
（「
意
図
せ
ざ
る
結
果
」
と
し
て
）
連
動
し
た
と
い
う
こ
と
と
、
本
人
た
ち
の
主
観
に
お
い
て
連
動
し
て
い
た

か
否
か
と
い
う
問
題
と
は
切
り
離
す
べ
き
だ
と
思
う
。

（
55
） 　

森
孝
一
に
よ
れ
ば
「
平
井
金
三
は
一
八
五
九
年
、
京
都
に
生
ま
れ
、
語
学
を
中
心
に
学
び
、
一
八
八
二
年
ご
ろ
翻
訳
官
と
し
て
政
府
に
採
用
さ
れ
た
。
し

か
し
、
一
本
気
で
あ
っ
た
た
め
、
不
平
等
条
約
の
交
渉
の
な
か
で
外
国
の
代
表
を
批
判
し
た
た
め
、
六
か
月
で
翻
訳
官
を
辞
め
さ
せ
ら
れ
た
。
一
八
八
五

年
、
平
井
は
京
都
の
室
町
御
池
に
『
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
ホ
ー
ル
』
と
い
う
私
立
学
校
を
設
立
し
た
。
…
…
後
に
日
本
の
宗
教
学
の
草
分
け
と
な
っ
た
姉
崎

正
治
は
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
ホ
ー
ル
で
平
井
の
薫
陶
を
受
け
た
者
の
一
人
で
あ
る
。
…
…
平
井
は
万
国
宗
教
会
議
の
前
年
渡
米
し
て
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ

の
各
地
で
仏
教
に
つ
い
て
講
演
を
行
な
っ
た
。」（
森
、
一
七
頁
）
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
を
翻
訳
し
た
姉
崎
正
治
と
平
井
金
三
と
の
間
に
は
意
外
な
接
点
が

あ
っ
た
。

　
　

 　

平
井
金
三
の
生
涯
、
著
作
、
人
脈
に
つ
い
て
の
克
明
な
考
察
と
し
て
、
吉
永
進
一
「
平
井
金
三
、
そ
の
生
涯
」（
同
『
神
智
学
と
仏
教
』、
二
〇
二
一
年
、
法

蔵
館
、
所
収
）
が
あ
る
。
吉
永
に
よ
れ
ば
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
に
平
井
は
神
智
学
協
会
会
長
の
オ
ル
コ
ッ
ト
を
日
本
に
招
聘
し
た
。
姉
崎
正
治
だ

け
で
は
な
く
、
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
会
議
の
通
訳
の
一
人
で
清
沢
満
之
の
『
宗
教
哲
学
骸
骨
』
を
英
訳
し
た
野
口
善
四
郎
も
ま
た
平
井
に
感
化
さ
れ
た
人
物

で
あ
っ
た
。
平
井
は
し
ば
し
ば
「
わ
け
の
ぼ
る
麓
の
道
は
多
け
れ
ど
同
じ
高
嶺
の
月
を
見
る
か
な
」
と
い
う
句
を
引
用
し
な
が
ら
、
不
可
知
の
実
在
へ
の

信
仰
に
お
い
て
す
べ
て
の
宗
教
は
共
通
し
、
諸
宗
教
を
総
合
す
る
こ
と
で
、
よ
り
完
全
な
真
理
が
得
ら
れ
る
と
い
う
「
総
合
宗
教
」
論
を
唱
え
た
と
い
う
。

シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
会
議
の
の
ち
帰
国
し
て
か
ら
は
、
岸
本
能
武
太
ら
と
と
も
に
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
活
動
に
携
わ
っ
た
り
、
心
霊
現
象
を
研
究
し
た
り
す
る

こ
と
に
な
る
。
諸
宗
教
の
一
致
（
と
り
わ
け
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
一
致
）
と
い
う
論
点
は
、
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
と
共
通
す
る
（
本
稿
第
一
章

（5）
を

参
照
）。

（
56
） 　

そ
の
ご
土
宜
法
龍
が
南
方
熊
楠
と
書
簡
を
交
わ
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

（
57
） 　

小
崎
は
日
本
の
宣
教
師
た
ち
に
批
判
的
で
あ
っ
た
と
い
う
（
森
、
一
六
～
一
七
頁
）。
宣
教
師
た
ち
へ
の
批
判
は
新
渡
戸
稲
造
や
内
村
鑑
三
に
も
共
有
さ
れ

て
い
た
。

（
58
） 　

黑
田
眞
洞
『
大
乗
仏
教
大
意
（
全
）』（
一
八
九
三
年
、
一
八
九
四
年
再
版
、
仏
教
学
会
発
行
）。
引
用
に
あ
た
っ
て
現
代
的
表
記
に
改
め
て
い
る
。



三
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（
59
） 　

S. K
uroda, O

utlines of the M
ahāyāna as taught by Buddha, translated by W

aku, K
ano and N

arita, edited by the Bukkyo G
akkuw

ai, 1893 , Tokyo: 
Shueisha.

（
60
） 　

和
文
の
頁
と
英
文
の
頁
を
併
記
す
る
。
以
下
同
様
。

（
61
） 　

ス
テ
フ
ァ
ン
・
Ｐ
・
グ
レ
イ
ス
『
鈴
木
大
拙
の
研
究

―
現
代
「
日
本
」
仏
教
の
自
己
認
識
と
そ
の
「
西
洋
」
に
対
す
る
表
現
』（
二
〇
一
四
年
、
駒
澤
大

学
大
学
院
博
士
学
位
請
求
論
文
）、
三
三
頁
。

（
62
） 　

ス
ノ
ッ
ド
グ
ラ
ス
は
註
２
に
前
掲
の
論
文
で
黑
田
眞
洞
の
『
大
乗
仏
教
大
意
』
が
「
法
身

0

0

（dharm
akāya

）
と
し
て
の
ブ
ッ
ダ
が
、
現
象
世
界
の
多
様
な

形
態
を
超
越
す
る
絶
対
的
実
体
で
あ
り
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
現
象
存
在
が
そ
れ
に
依
存
し
、
そ
こ
か
ら
作
り
出
さ
れ
る
基
礎
的
実
体
で
あ
る
、
と
説
明
し

て
い
る
」
と
論
じ
て
い
る
。Judith Snodgrass, “Publishing Eastern B

uddhism
: D

. T. Suzuki’s Journey to the W
est”, p.53 . 

し
か
し
、
黑
田
の
著
作
に

つ
い
て
の
管
見
の
か
ぎ
り
、
ス
ノ
ッ
ド
グ
ラ
ス
が
示
す
第
五
章
に
は
、「
万
法
唯
心
（A

ll things are nothing but m
ind.

）」
と
い
う
テ
ー
ゼ
は
あ
る
が
、「
法

身
（dharm

akāya

）」
と
い
う
言
葉
は
登
場
し
て
い
な
い
。
す
べ
て
が
「
心
」
に
帰
せ
ら
れ
る
こ
と
と
「
法
身
」
論
と
は
論
点
が
異
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

（
63
） 　

黑
田
の
『
大
乗
仏
教
大
意
』
に
は
、
差
別
相
で
あ
る
虚
妄
な
「
心
相
」
は
不
変
の
「
心
性
」・「
真
如
」
の
現
れ
だ
と
い
う
『
大
乗
起
信
論
』
の
立
場
が

表
明
さ
れ
て
い
る
（
前
者
を
波
、
後
者
を
海
に
た
と
え
る
叙
述
も
あ
る
）
し
、『
大
乗
起
信
論
』
に
登
場
す
る
「
染
法
／
浄
法
」、「
熏
習
」
と
い
っ
た
用
語
も
見

出
せ
る
。『
大
乗
仏
教
大
意
』
は
『
大
乗
起
信
論
』
を
一
つ
の
重
要
な
依
拠
テ
キ
ス
ト
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
64
） 　

釈
宗
演
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
古
田
紹
欽
「
近
代
日
本
の
禅
者
の
歩
み

―
釈
宗
演
の
生
涯
」（『
古
田
紹
欽
著
作
集
』
第
五
巻
、
一
九
八
一
年
、
講
談
社
、
四

三
九
～
四
六
三
頁
）、
井
上
禅
定
『
釈
宗
演
伝
』（
二
〇
〇
〇
年
、
禅
文
化
研
究
所
）、
朝
比
奈
宗
源
「
楞
伽
窟
老
師
の
思
い
出
」（
禅
文
化
研
究
所
編
集
部
編
『
新
版　

明
治
の
禅
匠
』、
二
〇
〇
九
年
、
禅
文
化
研
究
所
、
所
収
）、
井
上
禅
定
「
宗
演
禅
師
の
生
涯
」（
同
書
、
所
収
）、
中
島
美
千
代
『
釈
宗
演
と
明
治

―Zen

初
め

て
海
を
渡
る
』（
二
〇
一
八
年
、
ぷ
ね
う
ま
舎
）、『（
釈
宗
演
遠
諱
百
年
記
念
特
別
展
）
釈
宗
演
と
近
代
日
本

―
若
き
禅
僧
、
世
界
を
駆
け
る
』（
二
〇
一
八
年
、

円
覚
寺
）、『（
季
刊
）
禅
文
化
』
第
二
五
〇
号
（
特
集　

釈
宗
演
老
師
壱
百
年
遠
諱
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
、
禅
文
化
研
究
所
）
を
参
照
。

（
65
） 　

夏
目
漱
石
（
一
八
六
七
～
一
九
一
六
年
）
は
明
治
二
七
年
の
暮
れ
か
ら
翌
年
一
月
八
日
ま
で
鎌
倉
円
覚
寺
に
参
禅
し
て
い
る
。
夏
目
漱
石
が
ロ
ン
ド
ン
留
学

時
代
（
一
九
〇
〇
～
一
九
〇
二
年
）
に
下
宿
に
こ
も
っ
て
書
き
留
め
た
ノ
ー
ト
の
中
に
「
超
脱
生
死
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
つ
い
た
も
の
が
あ
る
。
次
の
よ
う

な
内
容
で
あ
る
。「
十
年
前
」［
正
確
に
は
、
六
～
八
年
前
だ
ろ
う
］
に
円
覚
寺
で
釈
宗
演
に
禅
の
指
導
を
受
け
た
折
の
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
。「
父
母
未
生

以
前
」
の
こ
と
を
問
わ
れ
て
夏
目
が
「
物
を
離
れ
て
心
な
く
、
心
を
離
れ
て
物
な
し
」
と
答
え
る
と
釈
は
、
そ
う
い
う
「
理
」
の
上
で
の
答
え
で
は
な
く
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七

「
電
光
底
の
物
を
捻
出
し
来
た
れ
」
と
対
応
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
「
い
ま
だ
こ
の
電
光
底
の
物
に
逢
着
せ
ず
」
と
夏
目
は
記
し
て
い
る
。「
余
は
知
ら

ざ
る
こ
と
を
強
て
知
れ
り
と
な
す
を
恥
ず
」
と
い
う
「
批
評
眼
」
の
立
場
か
ら
、「
意
識
」
の
範
囲
内
で
「
理
」
に
よ
っ
て
考
慮
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
彼

に
と
っ
て
禅
の
内
容
は
不
可
知
で
あ
り
断
念
す
る
し
か
な
い
、
禅
は
「
衒
術
」、「
山
師
」、「
狂
人
」
だ
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
述
べ
る
。
村
岡
勇
（
編
）

『
漱
石
資
料

―
文
学
論
ノ
ー
ト
』（
一
九
七
六
年
、
岩
波
書
店
）、
一
四
～
一
六
頁
。

（
66
） 　

夏
目
漱
石
『
門
』（『
夏
目
漱
石
全
集
６
』、
一
九
八
八
年
、
ち
く
ま
文
庫
、
所
収
）。
悩
み
を
か
か
え
た
主
人
公
、
野
中
宗
助
は
、
十
日
ば
か
り
鎌
倉
の
禅
寺
に

入
っ
て
た
ち
な
お
ろ
う
と
す
る
。
初
め
て
面
会
し
た
老
師
の
眼
に
は
「
一
種
の
精
彩
が
閃
め
」
き
、「
暗
中
に
卒
然
と
し
て
白
刃
を
見
る
思
が
あ
っ
た
」（
二

一
一
頁
）。
公
案
に
つ
い
て
自
分
が
準
備
し
た
答
え
を
老
師
に
話
す
と
「
も
っ
と
、
ぎ
ろ
り
と
し
た
と
こ
ろ
を
持
っ
て
来
な
け
れ
ば
駄
目
だ
」
と
言
わ
れ
た

（
二
二
三
頁
）。
新
生
面
を
開
く
機
会
な
く
山
を
去
る
日
が
来
る
。「
彼
は
門
を
通
る
人
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
門
を
通
ら
な
い
で
済
む
人
で
も
な
か
っ
た
。
要

す
る
に
、
彼
は
門
の
下
に
立
ち
竦す

く

ん
で
、
日
の
暮
れ
る
の
を
待
つ
べ
き
不
幸
な
人
で
あ
っ
た
。」（
二
三
二
頁
）『
門
』
に
出
て
く
る
「
老
師
」
の
モ
デ
ル
は

釈
宗
演
だ
と
い
う
。
前
註
の
「
電
光
底
ノ
物
」
が
『
門
』
で
は
「
ぎ
ろ
り
と
し
た
と
こ
ろ
」
と
表
現
さ
れ
た
。

（
67
） 　

釈
宗
演
『
万
国
宗
教
大
会
一
覧
』（
一
八
九
三
年
、
鴻
盟
社
）。
こ
の
書
の
後
半
に
、
八
月
三
日
か
ら
八
月
二
一
日
に
か
け
て
の
『
渡
米
紀
行
』
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。

（
68
） 　
「
バ
ロ
ー
ズ
版
」、pp.829 -831 , 

「
ニ
ー
リ
ー
版
」、pp.378 -380 , 

「
ハ
ン
ソ
ン
版
」、pp.388 -390 . 

三
つ
は
ほ
ぼ
同
一
の
文
章
で
あ
る
。

（
69
） 　
「
バ
ロ
ー
ズ
版
」、p.1285 , 

「
ニ
ー
リ
ー
版
」、pp.707 -708 . 

「
ニ
ー
リ
ー
版
」
の“A

rbitration instead of W
ar”

は
、「
バ
ロ
ー
ズ
版
」
の“A

rbitration 

instead of W
ar”

よ
り
も
二
倍
程
度
長
い
文
量
で
、
こ
こ
か
ら
所
々
カ
ッ
ト
さ
れ
た
の
が
「
バ
ロ
ー
ズ
版
」
の“A

rbitration instead of W
ar”

で
あ
る
。
カ
ッ

ト
さ
れ
た
中
に
は
、「
三
国
同
盟
」（
独
伊
墺
）
へ
の
疑
念
と
い
っ
た
時
事
的
な
話
題
も
あ
る
。

　
　

 　
『
釈
宗
演
と
近
代
日
本
』（
前
掲
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の“A

rbitration instead of W
ar”

と
い
う
演
説
の
英
文
原
稿
が
東
慶
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

同
書
に
そ
の
英
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
五
～
二
〇
七
頁
）。
こ
れ
は
「
ニ
ー
リ
ー
版
」
の“A

rbitration instead of W
ar”

と
ほ
ぼ
同
一
の
文
章
で
あ
る
。

（
70
） 　

鈴
木
大
拙
（
訳
）『
釋
宗
演
禅
師
口
述　

閑
葛
藤
』（
一
九
〇
七
年
、
民
友
社
）。『
閑
葛
藤
』
か
ら
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
現
代
の
表
記
法
に
改
め
て
い
る
。

［ 

］
内
は
引
用
者
に
よ
る
挿
入
で
あ
る
。
鈴
木
に
よ
る
用
法
（
た
と
え
ば
、
鈴
木
全
集
七
巻
三
四
頁
）
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
閑
葛
藤
」
と
は
、〝
余
計
な
こ
と
、

ど
う
で
も
よ
い
こ
と
〟
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
り
、
自
著
を
謙
遜
し
て
称
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
71
） 　

Soyen Shaku, Serm
ons of a Buddhist Abbot: Addresses on Religious Subjects （1906 , C

hicago: The O
pen C

ourt Publishing C
om

pany

）.

英
語
版
タ
イ

ト
ル
を
直
訳
す
れ
ば
「
仏
教
僧
院
長
の
説
教

―
宗
教
的
主
題
に
つ
い
て
の
諸
講
演
」
と
な
る
。
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（
72
） 　

中
村
元
ほ
か
（
編
）『
岩
波　

仏
教
辞
典
』（
一
九
八
九
年
、
岩
波
書
店
）、
三
五
二
頁
。

（
73
） 　

水
野
弘
元
ほ
か
（
責
任
編
集
）『
仏
典
解
題
事
典
』（
一
九
六
六
年
、
春
秋
社
）、
七
四
頁
。

（
74
） 　

松
ヶ
岡
文
庫
の
鈴
木
大
拙
の
書
斎
に
は
釈
宗
演
の
筆
に
な
る
『
四
十
二
章
経
』
の
一
節
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
横
田
南
嶺
「
釈
宗
演
老
師
が
鈴
木
大
拙

に
与
え
た
座
右
の
銘
」（『（
公
益
財
団
法
人
）
松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報
』
第
三
四
号
、
二
〇
二
〇
年
、
所
収
）、
参
照
。

（
75
） 　

ド
レ
ス
デ
ン
で
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
と
も
つ
き
合
い
の
あ
っ
た
ク
ラ
ウ
ゼ
（K
arl C

hristian Friedrich K
rause, 

一
七
八
一
～
一
八
三
二
年
）
は
、
神
の
世
界

超
越
性
と
世
界
内
在
性
と
を
独
特
の
形
で
統
合
す
る
も
の
と
し
て
「
万
有
在
神
論
（Panentheism

us

）」
を
唱
え
、
こ
れ
を
、
神
と
世
界
と
を
同
一
視
す
る
ス

ピ
ノ
ザ
の
「
汎
神
論
（Pantheism

us

）」
と
区
別
し
た
。
ク
ラ
ウ
ゼ
の
生
涯
と
そ
の
「
万
有
在
神
論
」
に
つ
い
て
は
、
安
酸
敏
眞
『
キ
リ
ス
ト
教
思
想
史
の
隠

れ
た
水
脈
』（
二
〇
二
〇
年
、
知
泉
書
館
）
第
六
章
を
参
照
。
安
酸
に
よ
れ
ば
、
の
ち
に
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
（
実
験
心
理
学
の
祖
）、
ト
レ
ル
チ
、
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド

な
ど
も
「
万
有
在
神
論
」
を
唱
え
た
と
い
う
。

（
76
） 　
「
私
［
イ
エ
ス
］
と
父
［
神
］
と
は
一
つ
で
あ
る
。」（「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
」
第
一
〇
章
第
三
〇
節
）「
私
が
父
の
内
に
お
り
、
父
が
私
の
内
に
お
ら
れ
る
こ

と
を
信
じ
な
い
の
か
。」（
同
、
第
一
四
章
第
一
〇
節
）
聖
書
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
『
聖
書
（
聖
書
協
会
共
同
訳
）』（
二
〇
一
八
年
、
日
本
聖
書
協
会
）
に
依
拠
し

た
。

（
77
） 　
『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
第
十
巻
（
二
〇
〇
四
年
、
岩
波
書
店
）、
三
一
七
頁
。
拙
稿
「
鈴
木
大
拙
の
『
日
本
的
霊
性
』
に
つ
い
て
の
考
察
（
下
）」（
九
州
大
学

大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
編
『
哲
學
年
報
』
第
七
八
輯
、
二
〇
一
九
年
三
月
、
一
～
五
四
頁
）
第
四
章

（3）
を
参
照
。

（
78
） 　
「
無
我
」
と
「
法
身
」
と
い
う
二
側
面
か
ら
仏
教
を
説
明
す
る
仕
方
は
『
大
乗
仏
教
概
論
』
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
（pp.47 -48 , 

佐
々
木
訳
六
五
頁
）。

（
79
） 　

霊
魂
の
不
滅
で
は
な
く
業
の
不
滅
だ
と
切
り
換
え
て
い
く
こ
の
論
法
は
、『
大
乗
仏
教
概
論
』
で
第
七
章
「
無
我
説
」
の
次
に
第
八
章
「
業
」
が
連
続
し

て
い
る
と
い
う
構
成
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
（
本
稿
註
13
を
参
照
）。

（
80
） 　

こ
の
論
文
は
も
と
も
と
ア
メ
リ
カ
で
の
講
演
原
稿
で
あ
り
、
英
語
版
で
は
、
今
日
の
日
本
の
繁
栄
が
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー
以
来
の
友
好
的
な
態
度
の
お

か
げ
で
あ
る
と
い
う
讃
辞
が
最
後
に
書
か
れ
て
い
る
（p.180

）
が
、
日
本
語
訳
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

（
81
） 　

禅
の
精
神
が
日
本
の
軍
隊
の
士
気
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
『
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
仏
教
』
の
中
に
見
出
せ
る
。M

ax 

W
eber G

esam
tausgabe, A

bteilung 1 , B
and 20 , 1996 , Tübingen: J. C

. B
. M

ohr （Paul Siebeck

）, S.443 , 

深
沢
宏
（
訳
）『
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
仏
教
』（
二
○

○
二
年
、
東
洋
経
済
新
報
社
）、
三
八
四
頁
。
釈
宗
演
の
文
章
を
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
読
ん
だ
の
か
ど
う
か
は
確
定
で
き
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は
高
い
。
向
井
守

は
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
指
摘
の
出
所
を
新
渡
戸
稲
造
の
『
武
士
道
』
と
推
測
し
た
が
、
私
は
釈
宗
演
の
文
章
を
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
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三
九

て
い
る
。
向
井
守
「
武
士
の
エ
ー
ト
ス
と
資
本
主
義

―
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
日
本
像
」（『
九
州
産
業
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
第
十
五
号
、
二
〇

〇
〇
年
、
所
収
）、
八
九
頁
、
拙
稿
「
新
渡
戸
稲
造
の
『
武
士
道
』
に
描
か
れ
た
規
範
体
系
」（
平
成
12
～
14
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
１
）
研
究

成
果
報
告
書
『
価
値
語
の
様
態
と
そ
の
構
造
』（
研
究
代
表
者
：
野
崎
守
英
）、
二
〇
〇
三
年
）、
一
六
七
～
一
六
八
頁
を
参
照
。

（
82
） 　

鈴
木
の
「
霊
性
」
概
念
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
鈴
木
大
拙
の
『
日
本
的
霊
性
』
に
つ
い
て
の
考
察
（
上
）」（
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
編
『
哲
學

年
報
』
第
七
七
輯
、
二
〇
一
八
年
三
月
、
二
五
～
七
六
頁
）
第
二
章
を
参
照
。

（
83
） 　

ト
ル
ス
ト
イ
が
こ
の
論
文
に
言
及
し
て
非
戦
を
説
い
て
い
る
と
い
う
（p.vi, 

鈴
木
訳
三
～
四
頁
）。

　
　

 　
「
日
本
社
会
主
義
唯
一
の
機
関
新
聞
」
で
あ
る
『
平
民
新
聞
』
第
三
九
號
（
明
治
三
七
年
八
月
七
日
）
に
六
頁
に
わ
た
っ
て
「
ト
ル
ス
ト
イ
翁
の
日
露
戦
争

論
」
が
掲
載
さ
れ
る
（
一
～
六
頁
）。
六
月
二
七
日
に
『
ロ
ン
ド
ン
・
タ
イ
ム
ズ
』
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
を
和
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、

　
　
　
　
　

 「
彼
等
は
仏
陀
が
禁
じ
玉
ひ
し
殺
生
を
許
す
の
み
な
ら
ず
、
是
を
是
認
し
て
憚
ら
ざ
る
迄
に
、
仏
教
の
大
教
理
を
紛
更
［
む
や
み
に
改
変
す
る
こ
と
］

す
、
彼
の
八
百
以
上
の
寺
院
を
統
轄
せ
る
仏
学
者
釈
宗
演
は
説
て
謂
ら
く
、
仏
陀
は
殺
人
を
禁
じ
玉
ひ
し
と
雖
も
、
而
も
彼
も
尚
ほ
一
切
衆
生
が

無
辺
［
果
て
し
な
い
こ
と
］
の
慈
念
を
以
て
結
合
す
る
に
至
る
迄
は
、
平
和
は
決
し
て
来
る
こ
と
な
け
ん
と
曰
へ
り
、
然
ら
ば
即
ち
扞か

ん
か
く格

［
意
見
が
食

い
違
い
、
互
い
に
相
手
を
受
け
入
れ
な
い
こ
と
］
せ
る
所
の
物
を
し
て
調
和
せ
し
む
る
の
手
段
と
し
て
は
、
戦
争
殺
人
も
亦
必
要
な
り
と
」

　
　

 

と
い
う
一
節
が
あ
る
（
五
頁
）。
戦
争
を
肯
定
す
る
釈
宗
演
を
名
指
し
で
批
判
し
て
い
る
。「
戦
争
殺
人
も
亦
必
要
な
り
」
と
い
う
強
烈
な
表
現
は
先
に
紹
介

し
たSerm

ons

で
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
や
や
誇
張
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
84
） 　

B
rian D

aizen V
ictoria, Zen at W

ar, Second Edition 2006 , N
ew

 York: R
ow

m
an &

 Littlefield Publishers, Inc. 

エ
イ
ミ
ー
・
ル
イ
ー
ズ
・
ツ
ジ
モ
ト

（
訳
）『（
新
装
版
）
禅
と
戦
争

―
禅
仏
教
の
戦
争
協
力
』（
二
〇
一
五
年
、
え
に
し
書
房
）。

（
85
） 　

前
掲
拙
稿
「
鈴
木
大
拙
の
『
日
本
的
霊
性
』
に
つ
い
て
の
考
察
（
下
）」
第
六
章

（3）
を
参
照
。

紙
幅
の
制
約
の
た
め
、
第
三
章

（5）
以
降
は
次
号
以
降
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。




